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は
じ
め
に

　

こ
の
論
文
は
、
一
八
世
紀
前
半
に
雅
楽
の
楽
人
・
狛こ
ま

近ち
か

家い
え

（
近ち
か

寛ひ
ろ

）
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
楽
書
『
狛
氏
新
録
』
に
つ
い
て
、
そ
の

内
容
を
検
証
し
、
成
立
の
歴
史
的
経
緯
と
背
景
を
解
明
す
る
も
の
で

あ
る
。
狛
近
家
（
一
六
六
八
〜
一
七
二
〇
）
は
、南
都
楽
家
の
一
つ
、

辻
家
の
楽
人
で
あ
る
。
南
都
に
は
雅
楽
を
伝
承
す
る
大
き
な
氏
族
と

し
て
狛
氏
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
平
安
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、

上
、
辻
、
芝
、
奥
、
西
、
東
な
ど
の
家
が
分
か
れ
た
。
近
家
は
こ
の

う
ち
辻
家
の
出
身
で
、
辻
家
は
南
都
方
な
が
ら
、
江
戸
時
代
の
は
じ

め
に
勅
命
に
よ
り
京
都
へ
移
り
住
ん
だ
楽
家
で
あ
る
。

　
『
狛
氏
新
録
』
は
近
家
が
宝
永
八
（
一
七
一
一
）
年
四
月
か
ら
享

保
三
（
一
七
一
八
）
年
に
か
け
て
撰
述
し
た
も
の
で
、そ
の
写
本
は
、

管
見
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
国
立
公
文
書
館
、
国
会
図
書
館
、
東

京
藝
術
大
学
、
東
京
国
立
博
物
館
、
早
稲
田
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
お

り
、
版
本
と
し
て
は
羽
塚
啓
明
解
題
・
翻
刻
『
日
本
楽
道
叢
書
』（
第

四
編
）（
一
九
二
九
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
書
名
は
「
狛
氏
新
録
」

の
他
、「
狛
近
寛
宿
禰
雑
記
」「
近
家
抄
」「
楽
名
考
」
な
ど
異
称
が

あ
る
が
、
便
宜
上
、
本
稿
で
は
「
狛
氏
新
録
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

内
容
は
、
楽
曲
、
楽
器
、
舞
楽
、
番

つ
が
い 

舞ま
い

、
童
舞
、
そ
の
他
の
雑
記
（
楽

人
の
系
統
、
上
演
の
事
例
な
ど
）
と
多
岐
に
わ
た
り
、
内
容
に
応
じ

て「
楽
并
管
絃
等
傳
記
」「
舞
曲
家
記
」等
々
題
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。

右
の
う
ち
の
ど
の
部
分
を
収
録
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
写
本
に

よ
り
様
々
で
あ
る
。
今
回
、
紙
焼
き
写
真
や
デ
ジ
タ
ル
公
開
資
料
で

内
容
を
確
認
で
き
た
七
本
を
比
較
整
理
し
、
内
容
の
異
同
一
覧
を
示

す
と
と
も
に
、『
狛
氏
新
録
』
の
成
立
の
背
景
を
探
る
。

　

結
論
か
ら
言
う
と
、『
狛
氏
新
録
』
の
成
立
は
、
正
徳
度
の
朝
鮮

通
信
使
饗
応
と
い
う
歴
史
的
イ
ベ
ン
ト（
一
七
一
一
年
十
一
月
三
日
）

が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
近
家
は
、
朝
鮮
通
信
使
来
朝
の
七
ヶ
月
前

の
宝
永
八
（
一
七
一
一
）
年
四
月
に
、
公
家
の
近
衛
家
を
通
し
て
江

戸
幕
府
に
『
狛
氏
新
録
』
の
第
一
稿
と
も
言
え
る
雅
楽
に
関
す
る
文

　
狛
近
家
（
近
寛
）
撰
『
狛
氏
新
録
』
の
成
立
に
つ
い
て

　
　
　
〜
新
井
白
石
と
正
徳
度
朝
鮮
通
信
使
と
の
関
係
か
ら
探
る
〜            

寺　

内　

直　

子
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書
を
提
出
し
、六
月
に
は
さ
ら
に
そ
の
拡
充
版
を
提
出
し
た
。
ま
た
、

通
信
使
饗
応
五
ヶ
月
前
に
当
た
る
六
月
か
ら
江
戸
に
下
向
、
現
地
に

滞
在
し
て
、
幕
府
と
相
談
し
な
が
ら
饗
応
舞
楽
の
準
備
を
し
た
。
当

時
、
幕
府
の
雅
楽
調
査
の
中
心
に
い
た
の
は
、
六
代
将
軍
・
徳
川
家

宣（
一
六
六
二
〜
一
七
一
二
）の
侍
講
だ
っ
た
新
井
白
石（
一
六
五
七

〜
一
七
二
五
）
で
、
白
石
が
雅
楽
を
探
査
す
る
契
機
は
、
正
徳
度
の

朝
鮮
通
信
使
受
け
入
れ
準
備
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述
す
る

よ
う
に
、
実
際
、
白
石
は
、
通
信
使
た
ち
に
筆
談
で
舞
楽
の
説
明
を

行
っ
て
い
る
。
正
徳
度
の
朝
鮮
通
信
使
の
饗
応
儀
礼
に
舞
楽
が
用
い

ら
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
朝
鮮
通
信
使
関
連
の
一
般
書
な
ど
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
が
（
李　

一
九
八
七
）、
記
述
が
簡
潔
で
典
拠
も
不

分
明
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
の
後
半
で
は
楽
家
の
林
家
、
東
家
、

辻
家
な
ど
の
記
録
、
近
衛
基
煕
の
日
記
『
基
煕
公
記
』、
新
井
白
石

の
『
朝
鮮
信
使
賜
饗
儀
注
』『
坐
間
筆
語
』、
朝
鮮
側
の
記
録
『
東
槎

記
』
な
ど
か
ら
、
宝
永
か
ら
正
徳
に
か
け
て
の
江
戸
で
の
舞
楽
上
演

の
様
子
、正
徳
度
の
朝
鮮
通
信
使
饗
応
舞
楽
の
準
備
と
当
日
の
様
子
、

朝
鮮
側
へ
の
雅
楽
に
関
す
る
情
報
の
伝
播
の
様
態
を
検
証
す
る
。

一
、
狛
近
家
に
つ
い
て

　

狛
近
家
は
、
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
、
南
都
楽
家
・
辻
家
に

生
ま
れ
た
。
江
戸
時
代
の
は
じ
め
勅
命
に
よ
り
京
都
へ
移
り
住
ん

だ
一
辻
近
弘
（
一
五
七
〇
〜
一
六
三
五
）
の
子
孫
で
あ
る
（
寺
内　

二
〇
一
〇
）。
辻
家
は
幕
末
ま
で
京
都
の
荒
神
口
付
近
（
現
・
上
京

区
東
桜
町
）
に
住
ん
だ 

。『
地
下
家
伝
』（
巻
十
一
）
に
見
え
る
近

家
の
記
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
西
暦
を
補
っ
た
。
年
齢
は
『
地
下

家
伝
』
に
あ
る
通
り
を
示
し
た
が
、
数
え
年
で
表
記
さ
れ
て
い
る

（［　

］
内
は
原
文
割
中
）。

近
寛
［
近
完
男　

母
進
藤
三
位
長
房
妹
］

寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
三
月
五
日　
　
　
　

  

生  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
十
二
月
廿
五
日　
　

任
叙
主
税
小
允
正
六
位
下
［
十
二
歳
］

天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
九
月
廿
一
日　
　
　

任
左
兵
衛
少
尉
［
十
六
歳
］　　
　
　

貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
二
月
二
日　

勧
賞　

任
叙
伯
耆
守
従
五
位
下
［
十
八
歳
］　

元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
十
二
月
廿
五
日　
　

叙
従
五
位
上
［
廿
五
歳
］　　
　
　
　

　

同
七
（
一
六
九
四
）
年
四
月
八
日　
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兼
左
近
将
監
［
廿
七
歳
］　　
　
　
　

　

同
十
三
（
一
七
〇
〇
）
年
十
二
月
廿
五
日　

叙
正
五
位
下
［
三
十
三
歳
］　　
　
　

宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年
十
二
月
十
八
日　
　

叙
従
四
位
下
［
四
十
歳
］　　
　
　
　

正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
十
二
月
廿
六
日　
　

　
　

叙
従
四
位
上
［
四
十
七
歳
］　　
　
　

享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
十
二
月
三
十
日　
　

卒
［
五
十
三
歳
］　　
　
　
　
　
　
　

　
『
地
下
家
伝
』
で
は
「
近
寛
」
の
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
羽

塚
啓
明
の
『
近
家
抄
』
解
題
（
羽
塚　

一
九
二
九
、
解
題
三
頁
）
と

平
出
久
雄
編
『
日
本
雅
楽
相
承
系
譜
』（
以
下
、
平
出
系
譜
と
略
）

（
平
出　

一
九
五
七
）
で
は
、
も
と
高
元
と
称
し
、
近
家
に
改
め
、

さ
ら
に
近
寛
に
改
め
た
、
と
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
延
宝
九

（
一
六
八
一
）
年
の
記
録
二
で
は
「
高
元
」、
貞
享
、
元
禄
、
正
徳
前

半
の
記
録
で
は
「
近
家
」、
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
三
以
降
は
「
近

寛
」
と
し
て
登
場
す
る
。

　

母
は
「
進
藤
三
位
長
房
妹
」
と
あ
る
が
、
近
衛
家
諸
大
夫
の
中

に
、
進
藤
長
房
（
一
六
四
二
〜
一
七
一
八
）
が
い
る
四
。
母
方
の
縁

故
か
ら
、
近
家
は
近
衛
家
当
主
で
関
白
を
務
め
た
基
煕
（
一
六
四
八

〜
一
七
二
二
）
と
も
交
流
が
深
か
っ
た
。
近
衛
基
煕
は
延
宝
七

（
一
六
七
九
）
年
に
娘
の
煕
子
を
徳
川
綱
豊
（
当
時
、
甲
府
宰
相
、

後
の
六
代
将
軍
家
宣
）
に
嫁
が
せ
て
お
り
、
家
宣
が
将
軍
に
就
任
し

た
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
か
ら
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
頃
に
は
江

戸
に
長
期
滞
在
し
、
登
城
し
て
、
し
ば
し
ば
家
宣
と
煕
子
に
対
面
し

て
い
る
（『
基
煕
公
記
』）。
近
家
は
、
京
都
で
行
わ
れ
た
年
中
行
事

で
基
煕
と
会
う
機
会
が
あ
っ
た
ほ
か
、
江
戸
で
も
基
煕
の
旅
宿
を
し

ば
し
ば
訪
ね
て
い
る
（『
基
煕
公
記
』）（
後
述
）。

　

な
お
、
右
の
『
地
下
家
伝
』
に
あ
る
、
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年

の
近
家
の
勧
賞
に
つ
い
て
、
基
煕
も
記
録
を
残
し
て
い
る
の
で
五
、

関
連
部
分
を
引
用
す
る
（
句
読
点
恣
意
。［　

］
内
は
原
文
割
注
。

以
下
の
引
用
文
も
す
べ
て
同
様
）。
念
の
た
め
申
し
添
え
て
お
く
が
、

貞
享
二
年
に
は
基
煕
は
ま
だ
京
都
に
い
る
。

『
基
煕
公
記
』
貞
享
二
年
二
月
三
日
条

今
日
、
左
兵
衛
尉
狛
近
家
［
近
元
孫　

近
完
子
］
来
云
、
去
月
十
七

日
、
舞
御
覧
之
日
、
舞
陵
王
。
其
躰
神
妙
御
感
之
餘
、
賜
爵
並
令
任

伯
耆
守
之
由
蒙
内　

勅
。
仍
昨
日
以
小
折
紙
令
申
之
處
、
昨
日
蒙　

勅
許
。
面
目
餘
身
之
由
也
。
誠
冥
加
之
至
歟
。
坊
城
前
亜
相
言
談
之
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間
、
不
能
對
面
。
抑
此
事
不
知
由
来
。
舞
之
躰
神
妙
に
こ
そ
あ
り
つ

ら
め
。
未
満
三
十
歳
者
、
如
此
預
恩
賞
、
年
来
旧
切
之
輩
、
含
鬱
也
。

於
近
家
者
、
故
長
重
朝
臣
孫
、
長
房
朝
臣
甥
也
。
於
家
門
、
年
来
為

承
礼
、似
悦
非
悦
。彼
者
頗
不
思
冥
加
歟
。災
難
在
近
歟
。如
何
〳
〵
。

近
元
、
近
完
於
家
業
超
過
他
人
。
雖
然
頻
来
英
雄
之
思
、
悝
慢
人
而

果
子
孫
悉
死
去
、
近
家
一
人
残
世
者
也
。
可
後
車
戒
者
可
繁
栄
歟
。

（
抄
訳
）

今
日
、
左
兵
衛
尉
狛
近
家
（
近
元
孫　

近
完
子
）
が
や
っ
て
来
て
云

う
に
は
、「
去
る
一
月
十
七
日
の
舞
御
覧
で
陵
王
を
舞
っ
た
と
こ
ろ
、

そ
の
演
技
に
感
動
な
さ
っ
た
天
皇
か
ら
、
爵
位
を
賜
い
伯
耆
守
に
任

ず
る
と
の
内
勅
が
あ
っ
た
。
小
折
紙
（
官
位
の
申
請
書
）
で
申
請
し

た
と
こ
ろ
、
昨
日
勅
許
を
蒙
っ
た
。
身
に
余
る
栄
誉
だ
」
と
の
こ
と

で
あ
る
。（
近
家
に
と
っ
て
は
）
ま
こ
と
に
冥
加
の
至
り
か
。（
近
家

が
来
た
時
）
自
分
は
坊
城
前
亜
相
と
話
し
て
い
た
の
で
、
近
家
に
直

接
会
う
事
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い

が
、
舞
の
演
技
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
三
十
歳
に
満
た
な

い
者
が
こ
の
よ
う
に
恩
賞
に
預
か
る
こ
と
は
、
長
年
奉
公
し
て
い
る

年
上
の
者
た
ち
に
と
っ
て
は
不
愉
快
な
こ
と
で
あ
る
。
近
家
は
（
近

衛
家
に
仕
え
る
諸
大
夫
の
）
進
藤
長
重
朝
臣
の
孫
に
あ
た
り
、
ま
た

長
房
朝
臣
の
甥
に
当
る
。
近
家
の
家
で
は
、
長
年
、
儀
礼
を
承
け
つ

ぐ
こ
と
を
家
業
と
し
て
き
た
の
で
、
悦
ぶ
べ
き
こ
と
の
よ
う
に
見
え

る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
近
家
に
と
っ
て
は
頗
る
思
い
が
け
な
い
冥

加
だ
ろ
う
か
。
災
難
が
近
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
い
か
に
い
か

に
。
近
元
、近
完
は
雅
楽
に
お
い
て
他
に
抜
き
ん
出
た
人
だ
っ
た
が
、

し
ば
し
ば
自
分
は
優
れ
て
い
る
と
思
い
込
み
、
人
を
あ
ざ
け
り
慢
心

し
た
結
果
、
子
孫
こ
と
ご
と
く
死
去
し
、
近
家
を
残
す
の
み
に
な
っ

た
。「
後
車
戒
」を
実
践
で
き
る
者
が
繁
栄
で
き
る
、と
い
う
こ
と
か
。

　

貞
享
二
年
一
月
十
七
日
の
宮
中
舞
御
覧
に
お
い
て
、
近
家
が
舞
っ

た
〈
陵
王
〉
が
素
晴
ら
し
く
六
、
天
皇
が
感
動
し
て
特
別
に
爵
位
を

与
え
る
、
と
い
う
の
で
申
請
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
昨
日
（
二
月

二
日
）
に
勅
許
が
下
り
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
時
、
近
家
は
若

干
十
八
歳
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
基
煕
は
、
も
ち
ろ
ん
演
舞
が

す
ば
ら
し
か
っ
た
と
し
て
、
三
十
歳
に
も
満
た
な
い
者
が
こ
の
よ

う
に
格
段
の
褒
美
を
賜
る
と
年
長
の
者
の
誹
り
を
受
け
る
、
と
冷

め
た
感
想
を
述
べ
る
。
当
時
の
天
皇
は
霊
元
天
皇
（
一
六
五
四
〜

一
七
三
二
）
で
、
基
煕
は
天
皇
と
は
不
仲
だ
っ
た
。
こ
の
コ
メ
ン
ト

は
、
霊
元
天
皇
の
近
家
に
対
す
る
慣
例
を
無
視
し
た
特
別
待
遇
に
対

す
る
基
煕
の
非
難
、
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。



辻家系譜（江⼾初期〜享保頃）（―は実⼦、＝は養⼦、*は紅葉⼭楽⼈） 
 
近弘―――近元―――近完―――近英 
1570-1635  1602-1681   1631-1681   1659-1680 

         ―近恒  ―男（早世） 
                    1639-1682 

          ―⾼庸*  ―近家（⾼元、近寛）―近雄＝＝＝近任 
                      1639-1686     1668-1720                 1693-1721  1676-1757 

         ―⾼秀＝＝＝⾼房  ← ←  ―⾼房    ↑ 
                         1645-1707                                1702-1744 

    ―近康* ＝＝⾼庸*            ―近雅    ↑ 
            1612-1680                                             1716-1746 

     上家養⼦                ＝近任  →  →	
           

系図　辻家系譜（江戸初期～享保頃）
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さ
ら
に
基
煕
は
、
近
家
の
祖
父
・
近
元
（
一
六
〇
二
〜

一
六
八
一
）、
父
・
近
完
（
一
六
三
一
〜
一
六
八
一
）
も
他
の
楽
人

よ
り
才
能
が
抜
き
ん
出
て
い
た
が
、
そ
れ
に
慢
心
し
た
た
め
に
、
い

ま
、
こ
の
一
家
で
は
近
家
の
み
が
生
き
残
っ
て
い
る
、
と
述
べ
て

い
る
。
平
出
系
譜
に
よ
れ
は
、
近
家
に
は
、
近
英
（
一
六
五
九
〜

一
六
八
〇
）
と
、
も
う
一
人
兄
（
？
〜
一
六
六
八
）
が
い
た
が
、
早

世
し
て
い
る
。
近
家
の
勧
賞
に
関
す
る
基
煕
の
評
は
、「
後
車
戒
」

す
な
わ
ち
、「
前
車
の
覆

る
は
後
車
の
戒
め
」七 

と

い
う
古
代
中
国
の
諺
で
結

ば
れ
て
い
る
。「
後
車
戒
」

と
は
、
先
人
の
失
敗
を
見

て
後
の
者
が
自
ら
を
戒
め

る
と
い
う
意
味
だ
が
、
近

家
が
、
祖
父
と
父
の
失
敗

を
教
訓
と
し
、
今
度
の
勧

賞
で
慢
心
せ
ず
に
自
ら
を

戒
め
な
い
と
家
門
は
繁
栄

し
な
い
、
と
基
煕
は
冷
や

や
か
に
見
て
い
る
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
近
家
の
長
男
近
雄
（
一
六
九
三
〜
一
七
二
一
）
は

辻
の
本
家
を
継
ぎ
八
、三
男
の
高
房
（
一
七
〇
二
〜
一
七
四
四
）
は

辻
の
分
家
を
継
い
で
中
御
門
天
皇
の
笛
師
と
な
っ
た
の
で
、
ま
ず
ま

ず
の
「
繁
栄
」
か
も
し
れ
な
い
（
系
図
）。

　

近
家
は
、
京
都
や
奈
良
で
の
年
中
行
事
に
勤
仕
し
た
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
が
、
生
涯
に
少
な
く
と
も
一
〇
回
、
江
戸
に
赴
い
て
い

る
。
表
一
に
は
、
近
家
在
世
中
に
江
戸
で
催
さ
れ
た
主
な
舞
楽
会
を

示
し
た
。
寛
永
寺
、
増
上
寺
で
の
法
会
の
舞
楽
が
多
い
が
、
法
会
の

後
の
余
興
と
し
て
の
江
戸
城
で
の
舞
楽
鑑
賞
会
や
、
本
稿
で
取
り
上

げ
る
朝
鮮
通
信
使
の
接
待
舞
楽
な
ど
も
あ
る
。
近
家
が
勤
仕
し
た
江

戸
の
舞
楽
法
会
で
最
も
早
い
の
は
、
四
代
将
軍
・
家
綱
の
一
周
忌
法

要
で
（
延
宝
九
＝
一
六
八
一
年
）、
舞
人
の
中
に
「
辻
主
税
允
」
も

し
く
は
「
高
元
」
が
見
え
る
九
。
当
時
ま
だ
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
次

に
確
認
で
き
る
の
は
、
寛
永
寺
の
根
本
中
堂
が
完
成
し
た
時
の
中
堂

供
養
会
（
元
禄
一
一
＝
一
六
九
八
年
）一
〇 

と
、
家
綱
廿
一
回
忌
法
要

（
元
禄
十
三
＝
一
七
〇
〇
年
）
の
た
め
の
下
向
で
あ
る
。
近
家
三
十

歳
を
過
ぎ
た
頃
で
、「
辻
伯
耆
守
」
や
「
近
家
」
と
記
録
に
は
出
て

来
る
一
一
。
次
に
下
向
が
確
認
で
き
る
の
は
、
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）

年
か
ら
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
ま
で
の
四
年
間
で
、
こ
の
間
は
毎

年
の
よ
う
に
江
戸
に
赴
い
て
い
る
一
二 

。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の



西暦 年月日 年齢 主なできごと　（　）内は出典

1668 寛文8.3.5 1 生

1675 延宝3.4.19 家光二五回忌　曼荼羅供舞楽（徳川実紀）

1679 　同7.12.25 12 任叙主税小允　正六位下（地下家伝）

　同9.4.23 14 家綱御堂供養　★高元、舞（厳有院殿御堂供養日録）

延宝9（天和1）5.8 14 家綱一周忌　★高元、舞（厳有院殿一周御忌日録）

1682 天和2.5.8 15 家綱三回忌　奏楽のみ確認（厳有院殿三回御忌辰日記）

1683 　同3.9.21 16 任左兵衛少尉（地下家伝）

1685 貞享2.2.2　 18 勧賞　任叙伯耆守　従五位下（地下家伝）／→基煕公記　貞

享2.2.3に記事あり／近家5演目出演（林家19）

1692 元禄5.12.25 25 任従五位上（地下家伝）

1694 　同7.4.8 27 兼左近将監（地下家伝）

1698 　同11.9 31 寛永寺中堂供養　★近家、高秀近純近詮と同行下向（東家文

書、柳営日次記）

1700 　同13. 33 家綱二一回忌　★辻伯耆守（厳有院殿廿一回御忌日記）

1700 　同13.12.25 33 叙正五位下（地下家伝）

1704 宝永1 37 家綱二五回忌　楽人名確認できず（常憲院殿御実紀）

1707 　同4.12.18 40 叙従四位下（地下家伝）

1709 　同6.11.27/12.8-9 42 綱吉一周忌　近家の名見えず（林家21）

　同7.9.13-14 43 綱重三十三回忌　★近家、舞（林家21）

　同7.10.9-10 43 綱吉三回忌　★配役不明だが近家参加か（徳川実紀）

　同7.10.21 43 江戸城舞楽　★近家、舞（狛氏新録、基煕公記）

1711 正徳1.11.3 44 朝鮮通信使饗応舞楽　★近家、舞（狛氏新録）

1712 　同2.5.7-8 45 家綱三十三回忌　★近家、笙（林家22）

　同3.9.26 46 家宣御堂供養　★近家、笛（林家22）

　同3.10.13-14 46 家宣一周忌　★近家、笛（林家22）

　同4.10.13-14 47 家宣三回忌　舞楽あり（徳川実紀）／近家の名見えず（林家

43）

　同4.11.9-10 47 綱吉七回忌　舞楽あり（徳川実記）／近家の名見えず（林家

43）

1714 　同4.12.26 47 叙従四位上（地下家伝）

1715 　同5.4.18-19 48 家康百回忌　★近寛、鞨鼓（林家44）

1717 享保2.4.28-29 50 家継一周忌　★近寛、笙（林家45）

　同3.4.29-30 51 家継三周忌　舞楽如例（徳川実紀）／楽人名なし（林家46）

　同3.5.13 51 江戸城舞楽（徳川実紀）／近寛の名見えず不参（林家46）

1718 　同3.10.13-14 51 家宣七回忌　★近寛、鞨鼓（林家46）

1720 　同5.12.30 53 卒（地下家伝）

備考1　「林家」＝四天王寺楽人林家楽書類　数字は冊次

備考2　網かけの行は『地下家伝』の近家（近寛）の記事

備考3　★は近家の参加が確認できるできごと

1681

1710

1713

1714

1718

表一　辻近家（近寛）在世中の舞楽会
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期
間
に
参
加
し
た
行
事
の
い
く
つ
か
は
、
近
家
が
窓
口
と
な
っ
て
幕

府
側
と
緊
密
な
連
絡
を
と
っ
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。
実
際
の
舞
楽
上

演
時
に
近
家
が
担
当
し
た
の
は
、
舞
、
笛
、
笙
な
ど
で
あ
る
。
正
徳

五
（
一
七
一
五
）
年
か
ら
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
ま
で
の
四
年

間
に
も
三
回
ほ
ど
江
戸
に
下
向
し
て
い
る
。
こ
の
頃
は
名
を
近
寛

と
改
め
、
す
で
に
齢
五
十
前
後
で
、
鞨
鼓
を
担
当
す
る
こ
と
も
あ

り
、
楽
人
衆
の
中
で
は
長
老
格
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
享
保
五

（
一
七
二
〇
）
年
十
二
月
三
十
日
に
五
三
歳
で
没
し
た
。

二
、『
狛
氏
新
録
』
諸
本
に
つ
い
て

二
　
一
、
内
容
・
奥
書

　
『
狛
氏
新
録
』
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
書
名
に
も
複
数
の
異
称

が
あ
り
、
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
写
本
毎
の
収
録
内

容
も
異
同
が
多
く
、
全
体
像
が
把
握
し
に
く
い
史
料
で
あ
っ
た
。
本

稿
は
、
次
に
掲
げ
る
七
本
を
比
較
整
理
し
た
結
果
を
以
下
に
示
す
。

諸
本
の
概
要
、
内
容
、
奥
書
の
順
に
記
述
す
る
。
表
二
は
、
諸
本
の

表
題
（
内
題
）、
内
容
、
奥
書
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

表
二
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
、
以
下
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

【
諸
本
の
概
要
】

・『
狛
近
寛
宿
禰
雑
記
』
写
本
四
冊
（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
一
九
九

／
九
一
）一
三 

印
記　

浅
草
文
庫
／
居
由
齋
／
日
本
政
府
図
書
／
昌
平
坂

学
問
所
、
天
保
□
中

四
冊
の
中
に
、
後
出
の
Ａ
か
ら
Ｆ
ま
で
の
全
て
の
内
容
を
含
ん
で

い
る
。

・『
狛
氏
新
録
』
写
本
一
冊
（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
一
九
九
／
八
七
）

印
記　

和
学
講
談
所
／
浅
草
文
庫
／
書
籍
館
印
／
日
本
政

府
図
書

内
容
の
う
ち
、
最
も
早
く
成
立
し
た
Ａ
の
部
分
の
み
含
む
。

・『
狛
氏
新
録
』
写
本
二
冊
（
国
会
図
書
館
、
一
三
九
／
一
七
四
）

印
記　

和
学
講
談
所
／
東
京
図
書
館
蔵

内
容
の
Ｃ
と
Ｆ
の
み
含
む
。
原
本
に
巻
次
は
な
い
が
、
便
宜
上
、

Ｃ
の
方
を
第
一
冊
、
Ｆ
の
方
を
第
二
冊
と
し
た
。

・『
狛
氏
新
録
』
写
本
三
冊
（
東
京
藝
術
大
学
蔵
、W

768.2/K
o7

）

印
記　

和
学
講
談
所
／
古
経
堂
一
四 

蔵
／
東
京
音
楽
学
校

図
書
印
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内
容
の
Ｂ
、
Ｄ
、
Ｅ
を
含
む
。

・『
近
家
記
』
羽
塚
啓
明
解
題
・
翻
刻
（『
日
本
楽
道
叢
書
』（
第
四
編
）、

一
九
二
九
）一
五 

内
容
の
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
を
含
む
。

・『
楽
名
考
』
写
本
一
冊
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
和
一
三
四
二
）  一
六

印
記　

裏
辻
家
一
七 

蔵
／
農
商
務
省
図
書
／
博
物
館
印
／
帝

国
博
物
館
図
書
／
大
日
本
帝
国
図
書
印
／
明
治
十
三
年
購
求

内
容
の
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
を
含
む
。

・『
楽
名
考
』
写
本
一
冊
（
早
稲
田
大
学
蔵
、
チ
一
一　

〇
四
〇
六
三
）一
八 

印
記　

種
田
家
一
九 

蔵
／
斑
山
文
庫
二
十 

／
早
稲
田
大
学
図
書

内
容
の
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
を
含
む
。

【
内
容
】

Ａ
秦
王
・
太
平
楽　

近
衛
摂
政
家
煕
経
由
で
将
軍
家
か
ら
お
尋
ね

の
あ
っ
た
「
太
平
楽
」
と
「
秦
王
破
陣
楽
」
の
由
来
な
ど
の
調
査
結

果
を
収
め
る
。
国
立
公
文
書
館
蔵
『
狛
近
寛
宿
禰
雑
記
』
の
第
三
冊

目
と
、
同
館
所
蔵
の
も
う
一
本
の
『
狛
氏
新
録
』
の
み
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
前
者
に
は
内
題
と
し
て
「
秦
王
破
陣
楽
太
平
楽
之
起
言
上

留
」と
あ
る
。
宝
永
八
年
四
月
十
七
日
に
家
煕
か
ら
お
召
し
が
あ
り
、

将
軍
家
か
ら
お
尋
ね
が
あ
っ
た
旨
、
四
月
廿
一
日
に
家
煕
に
書
付
を

差
上
げ
た
こ
と
、
九
月
に
文
献
通
考
の
分
を
追
っ
て
差
上
げ
た
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
（
便
宜
的
に
こ
れ
ら
の
年
記
部
分
を
ま
と
め
て
奥

書
①
と
す
る
）。

Ｂ
楽
曲　
〈
玉
樹
後
庭
花
〉
か
ら
〈
長
慶
子
〉
に
至
る
九
八
曲
の

唐
楽
曲
の
解
説
（
含
、
廃
絶
曲
）二
一
、
楽
器
解
説
（
笙
、
觱
篥
、
笛
、

高
麗
笛
、
箏
、
琵
琶
、
和
琴
、
羯
鼓
、
太
鼓
、
鉦
鼓
、
𨿸
婁
・
鼗
鼓
、

壱
鼓
、
二
皷
、
三
皷
、
摺
鼓
、
銅
拍
子
、
拍
子
）、
古
楽
新
楽
差
別

之
事
、
な
ど
を
含
む
。
写
本
に
よ
っ
て
「
楽
并
管
絃
等
傳
記
」
も
し

く
は
「
楽
名
考
」
の
内
題
が
あ
る
。
ま
た
、
写
本
に
よ
っ
て
「
正
徳

元
辛
卯
年
六
月
二
日
」
の
奥
付
を
持
つ
（
奥
書
②
と
す
る
）
場
合
と
、

「
享
保
三
戊
年
閏
十
月
十
三
日
」
の
奥
付
を
持
つ
（
奥
書
③
と
す
る
）

場
合
に
分
か
れ
る
。

Ｃ
舞
曲　
〈
振
鉾
〉
か
ら
〈
一
鼓
〉〈
一
曲
〉
に
至
る
唐
楽
舞
楽
曲

三
八
曲
二
二
と
、
東
遊
、
高
麗
舞
楽
曲
三
六
曲
二
三
の
解
説
。
写
本
に

よ
っ
て
「
舞
曲
」「
舞
曲
家
記
」「
舞
曲
家
伝
記
」
な
ど
の
表
題
を
持

つ
。
奥
書
②
を
持
つ
写
本
と
奥
書
③
を
持
つ
写
本
が
あ
る
。
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Ｄ
番
舞  

〈
皇
帝
破
陣
楽
〉
と
〈
新
鳥
蘇
〉
か
ら
始
ま
る
左
舞
と

右
舞
の
番つ
が
いを
列
挙
す
る
。
末
尾
に
番
舞
の
番
数
の
例
を
示
す
。
写
本

に
よ
っ
て
「
番
舞
様
」「
左
右
舞
番
記
」「
舞
番
様　

左
右
舞
番
記
」

な
ど
の
表
題
を
持
つ
。
奥
書
②
を
持
つ
写
本
と
奥
書
③
を
持
つ
写
本

が
あ
る
。

Ｅ
童
舞　

童
舞
の
番
舞
の
例
を
示
す
。
国
立
公
文
書
館
蔵
『
狛
近

寛
宿
禰
雑
記
』
の
第
三
冊
目
（
内
題
「
童
舞
番
舞
并
楽
目
録
等
記
」）

と
、東
京
藝
術
大
学
蔵
『
狛
氏
新
録
』
第
三
冊
目
（
内
題
「
童
舞
番
」）

の
み
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
奥
書
③
を
持
つ
。

Ｆ
雑
録　
「
舞
楽
東
遊
神
楽
朗
詠
附
物
舞
台
役
付
楽
所
家
伝
之
事
」

「
役
付
之
事
」「
紅
葉
山
楽
人
」「
禁
裏
三
方
楽
人
之
事
」、
宝
永
七
年

江
戸
城
舞
楽
、
正
徳
元
年
朝
鮮
人
饗
応
江
戸
城
舞
楽
の
配
役
、
そ
の

他
、
雑
多
だ
が
貴
重
な
内
容
を
含
む
。
国
立
公
文
書
館
蔵
『
狛
近
寛

宿
禰
雑
記
』
の
第
四
冊
目
（
内
題
「
楽
府
雑
録
」）
と
国
会
図
書
館

蔵
『
狛
氏
新
録
』
第
二
冊
目
の
み
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
③
を

持
つ
写
本
に
だ
け
に
含
ま
れ
て
い
る
。

【
奥
書
】

　

次
に
『
狛
氏
新
録
』
の
諸
本
に
見
ら
れ
る
奥
書
を
具
体
的
に
示
す
。

①
〜
③
の
三
種
類
が
あ
る
。

奥
書

① 　

一　

寶
永
八
［
卯
］
年
四
月
十
七
日
［
申
］
刻
従
／
近
衛
摂

政
家
煕
公
某
［
近
家
］
依
召
伺
候
御
対
面
被
／
仰
聞
趣
旨
従
／
将

軍
家
御
尋
之
儀

① 　

二　

廿
一
日
摂
政
様
江
伺
候
御
対
面
直
に
段
々
言
上
差
上
候
／

書
付
之
留

① 　

三　

秦
王
破
陣
楽
之
出
所
も
別
紙
に
書
付
差
上
申
候
以
上
／

四
月
廿
一
日　

辻
伯
耆
守

① 　

四　

右
／
将
軍
家
御
尋
之
御
請
は
申
上
畢
併
其
後
文
献
／
通

考
之
趣
并
古
記
委
細
相
考
書
付
正
徳
元
卯
／
年
九
月
追
而
献
上

　
（
備
考
＝
宝
永
八
年
四
月
二
五
日
に
正
徳
と
改
元
）

奥
書
②

正
徳
元
辛
卯
年
六
月
二
日　

従
四
位
上
伯
耆
守
狛
宿
祢
近
家

奥
書
③

右
者
正
徳
元
卯
年
奉
勧
進
之
趣
此
度
書
冩
就
被　

仰
出
最
遂
吟
味
謹

奉
書
記
畢　

享
保
三
戌
年
閏
十
月
十
三
日　

辻
従
四
位
上
伯
耆
守
狛
宿
祢
近
寛



公＝国立公文書館　　国＝国会図書館　芸＝東京藝術大学附属図書館　博＝東京国立博物館　　

羽＝羽塚啓明編『楽道叢書』　早＝早稲田大学附属図書館

所蔵 外題 扉または内題 奥書 A秦王 B楽曲 C舞曲 D番舞 E童舞 F雑録 印記

狛近寛宿祢雑記

一
楽并管絃等傳記

（②年

記無）
●

狛近寛宿祢雑記

二
舞曲家記 ③ ●

秦王破陣楽太平

楽之起言上留
① ●

左右舞番記 ③ ●

童舞番舞并楽目

録等記
③ ●

狛近寛宿祢雑記

四
楽府雑録 ③ ●

公 狛氏新録 なし ① ●

和学講談所／浅草文庫

／書籍館印／日本政府

図書

狛氏新録（一） なし ③ ●

狛氏新録（二） なし ③ ●

狛氏新録（一） なし ③ ●

狛氏新録（二） 舞番様 ③ ●

狛氏新録（三） 童舞番 ③ ●

楽并管絃等傳記 ② ●

舞曲家伝記 なし ●

舞番様　左右舞

番記
② ●

楽名考 ② ●

舞曲 なし ●

舞番様　左右舞

番記
② ●

楽名考 ② ●

舞曲 なし ●

舞番様　左右舞

番記
② ●

近家抄羽

狛近寛宿祢雑記

三

種田家蔵／斑山文庫／

早稲田大学図書（高野

辰之旧蔵）

「以数本校合畢」1929

刊

楽名考早

芸

博 楽名考

裏辻家蔵／農商務省図

書／博物館印／帝国博

物館図書／大日本帝国

図書印／明治十三年購

求

浅草文庫／居由齋／日

本政府図書／昌平坂学

問所／天宝□中

和学講談所／東京図書

館蔵

和学講談所／古経堂蔵

／東京音楽学校図書印

公

国

表二　『狛氏新録』内容一覧
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ま
ず
奥
書
①
に
よ
れ
ば
、
近
家
は
宝
永
八
（
一
七
一
一
）
年
四
月

十
七
日
に
摂
政
の
近
衛
家
煕
に
呼
び
出
さ
れ
、
舞
楽
の
〈
秦
王
破
陣

楽
〉
と
〈
太
平
楽
〉
に
関
す
る
将
軍
家
か
ら
の
質
問
が
伝
え
ら
れ
た
。

近
家
は
数
日
後
に
両
曲
に
つ
い
て
書
上
を
提
出
し
た
が
、中
国
の『
文

献
通
考
』二
四
か
ら
の
補
足
情
報
を
さ
ら
に
、
同
年
の
九
月
に
献
上
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、『
狛
氏
新
録
』
の
内
容
群
の
中
で
、

前
掲
の
内
容
Ａ
が
成
立
と
し
て
は
も
っ
と
も
早
い
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
し
、
奥
書
②
に
は
同
年
六
月
二
日
（
す
で
に
正
徳
元
年
と
改

元
）
の
奥
付
が
あ
り
、
こ
の
奥
付
を
持
っ
て
い
る
内
容
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ

の
部
分
、
す
な
わ
ち
、
今
日
残
る
写
本
の
う
ち
五
本
が
含
有
し
て
い

て
、
雅
楽
曲
、
舞
楽
曲
を
網
羅
的
に
紹
介
し
て
い
る
い
わ
ば
『
狛
氏

新
録
』
の
主
要
部
分
と
言
え
る
部
分
も
、
す
で
に
同
年
六
月
に
完
成

し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

奥
書
③
は
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
の
も
の
で
、
近
家
（
当
時
す

で
に
近
寛
と
改
名
）
は
こ
の
正
徳
元
年
に
撰
述
し
た
本
を
も
う
一
度

吟
味
、
書
写
す
る
よ
う
仰
せ
が
あ
っ
た
の
で
そ
う
し
た
、
と
あ
る
。

そ
の
際
、
内
容
Ｅ
の
童
舞
の
番
舞
と
、
内
容
Ｆ
の
演
奏
記
録
や
楽
人

の
系
統
な
ど
雑
多
な
内
容
を
含
む
部
分
を
追
加
し
て
完
成
さ
せ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
若
干
の
補
足
を
す
る
な
ら
ば
、
宝
永
八
年
四
月
に
、
近
家

を
呼
び
出
し
た
近
衛
家
煕
（
一
六
六
七
〜
一
七
三
九
）
は
、
前
出
の

近
衛
基
煕
の
子
で
、
宝
永
八
年
四
月
当
時
、
関
白
・
太
政
大
臣
だ
っ

た
。
家
煕
に
将
軍
家
の
質
問
を
伝
え
た
の
は
江
戸
に
い
た
基
煕
と
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
将
軍
家
宣 

→ 

御
台
所
煕
子 

→ 

基
煕 

→ 

家
煕

と
い
う
経
路
で
、
京
都
に
質
問
が
伝
え
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　

内
容
Ａ
の
将
軍
家
の
ご
下
問
に
関
し
て
は
、
将
軍
家
宣
の
個
人
的

興
味
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
幕
府
と
し
て
も
、

朝
鮮
通
信
使
饗
応
に
関
連
し
て
、
す
で
に
宝
永
七
年
か
ら
雅
楽
に
注

目
し
て
い
た
こ
と
が
『
基
煕
公
記
』
か
ら
知
ら
れ
る
（
後
述
）。

二
　
二
、
家
宣
将
軍
在
職
中
の
舞
楽
会

　

家
宣
が
将
軍
職
に
就
い
て
い
た
時
間
は
短
い
が
（
宝
永
六
＝

一
七
〇
九
〜
正
徳
二
＝
一
七
一
二
）、
そ
の
短
い
間
に
、
す
で
に
表

一
で
示
し
た
通
り
五
代
将
軍
綱
吉
の
一
周
忌
（
一
七
〇
九
年
十
一
月

〜
十
二
月
）、六
代
将
軍
家
宣
の
父
・
綱
重
の
三
十
三
回
忌（
一
七
一
〇

年
九
月
）、
綱
吉
三
回
忌
（
一
七
一
〇
年
十
月
）、
そ
の
あ
と
の
江
戸

城
舞
楽
（
同
十
月
廿
一
日
）、
朝
鮮
通
信
使
饗
応
舞
楽
（
一
七
一
一

年
十
一
月
）、
四
代
将
軍
家
綱
三
十
三
回
忌
（
一
七
一
二
年
五
月
）

な
ど
、
数
多
く
の
舞
楽
を
伴
う
法
会
や
舞
楽
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
た
。



宝永7（1710）年9月13〜14日　増上寺　清揚院（綱重）三十三回忌（林家　第21冊）

9月13日

振鉾 迦陵頻 胡蝶 春庭楽 登天楽 抜頭 還城楽

名前　 年齢 2人 2人 2人 4人 4人 1人 1人

辻　　近家 43 左1 1

窪　　近冨 12 1

豊　　倫秋 13 2

辻　　近任 35 2

窪　　近宣 24 3

辻　　近清 20 4

芝　　葛伴 22 1

東儀　兼佐 60 右1

東儀　季矩 22 1

東儀　兼里 13 1

山井　景隆 13 2

東儀　兼治 54 1

林　　廣貫 44 2

東儀　兼秀 ? 3

林　　廣経 21 4

曲名の下の数字は舞人の﨟次

笙

篳篥

笛

鞨鼓／三鼓

太鼓

鉦鼓

◎は音頭（主奏者）

9月14日

振鉾 萬歳楽 延喜楽 太平楽 狛桙 陵王 納曽利

名前　 年齢 2人 4人 4人 4人 4人 1人 2人

辻　　近家 43 左1 1

辻　　近任 35 3 1

窪　　近宣 24 4 1

辻　　近清 20 4

東　　友直 32 2

上　　近貞 22 3

東儀　兼佐 60 右1 1

東儀　兼治 54 2

林　　廣貫 44 2

東儀　兼秀 ？ 3 3 1

林　　廣経 21 4 4 2

窪　　光永 40 2

多　　忠壽 45 1

笙

篳篥

笛

鞨鼓／三鼓

太鼓

鉦鼓

演　目

演　目

栄秋　数秋　◎友直　晴起 ◎廣成　忠壽　廣則　廣房　忠厚　廣音

◎近茂　忠武　季逸　光永　季業 兼伴　季永　◎兼當　季忠　兼方

景豊　景敏　◎近貞 久富　◎兼伯　昌英

葛光 昌倫

近量 景村

生秋 兼門

左方管方 右方管方

左方管方 右方管方

栄秋　数秋◎晴起　生秋 廣則　◎廣房　忠厚　廣音

◎近茂　忠武　季逸 兼伴　季永　◎兼當　季忠　季矩　兼方　兼門

季業 廣音

景豊　景敏　◎葛伴 久富　◎兼伯　景村　昌英　兼太　昌喜　久矩

葛光 昌倫

近量 廣成

表三　宝永七年九月徳川綱重（清揚院）三十三回忌法要舞楽（於増上寺）の配役
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宝永7（1710)10月21日　江戸城白木書院舞楽（『狛氏新録』『基煕公記』）

振鉾 賀殿 地久 迦陵頻 胡蝶 太平楽 八仙 打毬楽 狛桙 喜春楽 胡徳楽

名前　 年齢 2人 4人 4人 (童)2人 (童)2人 4人 4人 4人 4人 4人 4人

辻　　近家 43 左1 1 1 勧盃

窪　　光永 40 2 2 2

窪　　近宣 24 3 2 3 3

辻　　近清 20 4 4 4

窪　　近冨 12 1

豊　　倫秋 13 2

辻　　近任 35 1 1

芝　　葛伴 22 3 4

乾　　行家 29

新　　行祐 20

東儀　兼佐 60 右1 1 1

東儀　兼治 54 1 1 2

多　　忠壽 45 2 2 2

林　　廣貫 44 3 3 3

東儀　兼秀 ？ 4 3 4

東儀　兼里 13 1

山井　景隆 13 2

林　　廣経 21 4 4

東儀　季矩 22

中入後 備考 　

安摩・二舞 抜頭 還城楽 北庭楽 新靺鞨 陵王 納蘇利 ・年齢は数え年

名前　 年齢 2人+2人 1人 1人 2人 4人 1人 2人 ・曲名の下の数字は舞人の﨟次

辻　　近家 43 安摩1 1

窪　　光永 40

窪　　近宣 24 1

辻　　近清 20 2

窪　　近冨 12

豊　　倫秋 13

辻　　近任 35 安摩2

芝　　葛伴 22 1

乾　　行家 29 二舞1

新　　行祐 20 二舞2

東儀　兼佐 60 1

東儀　兼治 54 1

多　　忠壽 45 2

林　　廣貫 44 2

東儀　兼秀 ？ 3

東儀　兼里 13

山井　景隆 13

林　　廣経 21 4

東儀　季矩 22 1

笙

篳篥

笛

鞨鼓／三鼓

太鼓

鉦鼓

◎=音頭（主奏者） ▲=紅葉山楽人

西京行澄

▲東儀兼伴

山井景村

薗廣音

左方管方

豊栄秋　◎東友直　▲中晴起　多忠厚

豊生秋　▲多忠明　乾行家

▲景豊　景敏　◎近貞　久矩　行祐

◎近茂　忠武　季逸　行廣　季業

昌倫　久富　◎兼伯　▲昌英　兼太　▲昌喜

▲東儀季永　◎東儀兼當　▲東儀季忠　▲東儀兼

方　東儀兼門

◎薗廣成　林廣房　▲薗廣則　豊数秋

右方管方

演　目

演　目

瓶子取

東儀兼伯

芝葛光

久保近量

表四　宝永七年十月廿一日江戸城舞楽の配役
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辻
近
家
は
、
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
九
〜
十
月
に
か
け
て
行
わ
れ

た
綱
重
の
三
十
三
回
忌
、
綱
吉
三
回
忌
、
そ
の
あ
と
の
江
戸
城
舞
楽

に
勤
仕
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
表
三
は
宝
永
七
年
九
月
十
三
日

と
十
四
日
に
増
上
寺
で
行
わ
れ
た
、
家
宣
の
父
・
徳
川
綱
重
（
清
揚

院
）
の
三
十
三
回
忌
法
要
の
舞
楽
二
五
で
あ
る
。
各
曲
名
の
下
の
ア

ラ
ビ
ア
数
字
は
舞
人
の
﨟
次
を
表
す
。例
え
ば
、十
三
日
の〈
春
庭
楽
〉

で
は
近
家
が
一
﨟
、
近
任
が
二
﨟
、
近
宣
が
三
﨟
、
近
清
が
四
﨟
で

あ
る
。
三
十
三
回
忌
法
要
で
は
、二
日
間
で
、〈
振
鉾
〉
の
ほ
か
、〈
迦

陵
頻
〉〈
胡
蝶
〉〈
春
庭
楽
〉〈
登
天
楽
〉〈
抜
頭
〉〈
還
城
楽
〉〈
萬
歳
楽
〉〈
延

喜
楽
〉〈
太
平
楽
〉〈
狛
桙
〉〈
陵
王
〉〈
納
曽
利
〉
の
六
番
十
二
曲
が

演
じ
ら
れ
た
。〈
迦
陵
頻
〉〈
胡
蝶
〉
は
十
代
の
少
年
が
待
っ
て
い
る

の
で
、
童
舞
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
四
は
、
同
年
十
月
廿
一
日

に
江
戸
城
で
行
わ
れ
た
舞
楽
の
配
役
で
あ
る
二
六 

。
江
戸
城
舞
楽
で

は
右
に
加
え
て
、〈
賀
殿
〉〈
地
久
〉〈
八
仙
〉〈
打
毬
楽
〉〈
喜
春
楽
〉〈
胡

徳
楽
〉〈
安
摩
・
二
舞
〉〈
北
庭
楽
〉〈
新
靺
鞨
〉
が
一
日
で
演
じ
ら
れ
、

〈
振
鉾
〉
か
ら
〈
納
曽
利
〉
ま
で
計
十
八
曲
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
。

曲
数
が
多
か
っ
た
の
で
、
後
半
の
〈
安
摩
・
二
舞
〉
の
前
に
「
中
入

り
」（
休
憩
）
を
と
っ
た
。

　

こ
の
宝
永
七
年
十
月
廿
一
日
舞
楽
に
つ
い
て
、
近
衛
基
煕
は
、

今
日
於
城
有
舞
楽
。
先
日
既
聞
此
沙
汰
。
近
家
進
舞
役
付
等
了
令

続
加
之
。
此
舞
楽
、
舞
台
等
新
造
。
楽
屋
等
如
法
云
々
。
楽
人
等

令
歓
喜
之
。可
然
〻
〻
。（『
基
煕
公
記
』宝
永
七
年
十
月
廿
一
日
条
）

と
記
し
て
い
る
。
御
城
の
舞
楽
の
こ
と
は
、
す
で
に
先
日
聞
き
及
ん

で
い
た
が
、近
家
は
舞
の
役
が
終
わ
っ
て
も
続
け
て
加
わ
っ
て
い
る
、

と
書
か
れ
て
い
る
。
近
家
は
左
舞
の
一
者
と
し
て
振
鉾
と
そ
の
他
の

舞
に
出
演
し
て
い
る
の
で
、「
令
続
加
之
」
を
複
数
の
舞
楽
を
舞
う

こ
と
、
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
楽
人
側
の
責
任
者
、
幕
府

と
の
連
絡
係
と
し
て
続
け
て
勤
仕
し
て
い
る
、
と
捉
え
る
こ
と
も
で

き
る
。
舞
台
、
楽
屋
は
新
造
で
、
楽
人
た
ち
も
喜
ん
で
い
る
、
と
基

煕
は
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
舞
楽
会
の
翌
日
の
条
に
は
、

以
近
任
為
使
、近
家
申
、昨
日
舞
楽
無
異
、無
事
陵
王
懃
之
。
然
而
、

風
気
散
々
由
申
之
。
仍
遣
英
淳
之
処
、
熱
気
以
外
也
云
々
。（『
基

煕
公
記
』
宝
永
七
年
十
月
廿
二
日
条
）

と
あ
る
。
基
煕
の
神
田
の
旅
宿
に
近
任
二
七
が
近
家
代
理
と
し
て
や

っ
て
き
て
言
う
に
は
、
近
家
は
〈
陵
王
〉
を
無
事
に
舞
い
終
わ
っ
て

（
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
）、
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
と
い
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う
の
で
あ
る
。
基
煕
は
医
者
の
英
淳
を
遣
わ
し
て
様
子
を
見
さ
せ
た

と
こ
ろ
、
思
い
の
ほ
か
熱
が
あ
っ
た
。
近
家
の
風
邪
は
重
篤
だ
っ
た

よ
う
で
、
十
二
月
半
ば
ま
で
回
復
し
な
か
っ
た
。
や
っ
と
帰
京
で
き

る
こ
と
に
な
り
、
十
二
月
十
七
日
に
近
家
は
基
煕
の
旅
宿
ま
で
挨
拶

に
や
っ
て
来
た
。

　

午
刻
、
近
家
宿
祢
来
。
明
日
發
足
帰
京
都
云
々
。
大
病
本
復
珍
重

〻
〻
。
浦
山
敷
事
共
也
。
相
語
云
、
今
日
有
召
、
令
登
城
之
處
、

舞
楽
装
束
之
事
有
御
尋
。
明
春
可
書
進
旨
、
被
仰
出
云
々
。（『
基

煕
公
記
』
宝
永
七
年
十
二
月
十
七
日
条
、
傍
線
引
用
者
）

　

近
家
の
大
病
が
本
復
し
た
と
は
う
ら
や
ま
し
い
こ
と
だ
、
と
喜
ん

で
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
傍
線
部
の
、
本
日
（
十
七
日
）

に
御
城
か
ら
近
家
に
お
召
し
が
あ
っ
て
登
城
し
た
と
こ
ろ
、
舞
楽
装

束
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
来
春
に
何
か
書
い
た
も
の
を
提
出
す
る

よ
う
仰
せ
が
あ
っ
た
、
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
の
「
御
尋
」
を
し

た
の
が
将
軍
な
の
か
、
老
中
な
の
か
、
寺
社
奉
行
な
の
か
、
は
た
ま

た
翌
年
の
朝
鮮
通
信
使
の
接
待
に
舞
楽
を
企
画
し
て
い
る
新
井
白
石

な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
、
幕
府
側

が
舞
楽
に
つ
い
て
の
資
料
を
求
め
、
楽
人
側
に
接
触
し
て
き
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
宝
永
八
年
四

月
、
近
衛
家
に
呼
び
出
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
近
家
は
す
で
に
、
幕
府

側
に
提
出
す
る
な
ん
ら
か
の
雅
楽
、
舞
楽
に
関
す
る
資
料
を
準
備
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

江
戸
城
の
朝
鮮
通
信
使
饗
応
の
舞
楽
は
宝
永
八
年
＝
正
徳
元
年

十
一
月
に
開
催
さ
れ
る
が
、
江
戸
で
の
舞
楽
上
演
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
宝
永
七
年
頃
か
ら
の
度
重
な
る
法
会
舞
楽
に
よ
っ
て
幕
府
側
も

上
方
楽
人
側
も
経
験
を
積
ん
で
お
り
、
実
施
の
手
順
に
は
か
な
り
通

暁
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
今
次
の
朝
鮮
通
信
使
接
待
に

お
い
て
議
論
の
焦
点
は
、
ど
の
よ
う
な
選
曲
と
演
出
で
行
う
か
、
に

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
曲
目
選
定
な
ど
詳
細
を
検
討

す
る
過
程
は
、
新
井
白
石
が
著
し
た
『
朝
鮮
信
使
賜
饗
儀
注
』
に
よ

っ
て
か
な
り
わ
か
る
の
で
、
次
に
検
証
し
て
み
よ
う
。

三
、
朝
鮮
通
信
使
饗
応
舞
楽
の
準
備

　
『
朝
鮮
信
使
賜
饗
儀
注
』（
以
下
、『
儀
注
』
と
略
す
）
に
は
、
舞

楽
の
準
備
に
係
る
記
述
二
八 

が
あ
る
。
ま
た
、
当
時
江
戸
に
滞
在
し

て
い
た
近
衛
基
煕
の
日
記
『
基
煕
公
記
』
に
も
近
家
の
動
向
が
見
え

る
の
で
、
両
史
料
の
記
述
を
時
系
列
に
並
べ
て
、
朝
鮮
通
信
使
饗
応

舞
楽
の
準
備
の
過
程
を
見
て
み
よ
う
。
も
っ
と
も
早
い
日
時
の
記
事
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は
、
正
徳
元
年
五
月
廿
四
日
の
記
事
で
あ
る
。

⑴
『
儀
注
』
五
月
廿
四
日

一　

京
都
江
継
飛
脚
ニ
左
之
通
申
遣
之

　
　
　
　

京
都
楽
人　

辻
伯
耆
守

　
　
　
　

同　
　
　
　

辻
豊
前
守

朝
鮮
人
来
聘
付
而
、
右
両
人
事
御
用
有
之
間
、
早
〻
可
罷
下

旨
可
申
渡
段
、
松
平
紀
伊
守

従
老
中
連
名
之
以
書
状
申
遣
之
。

　

但
、
書
状
者
、
奥
御
右
筆
部
屋
ニ
而
調
之
。

　
「
辻
伯
耆
守
」
は
近
家
、「
辻
豊
前
守
」
は
近
任
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、「
松
平
紀
伊
守
」
は
丹
波
篠
山
藩
主
・
松
平
信
庸
（
一
六
六
六

〜
一
七
一
七
）
の
こ
と
で
、当
時
京
都
所
司
代
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

江
戸
か
ら
京
都
へ
継
飛
脚
で
用
件
を
書
き
送
る
が
、
そ
の
内
容
は
、

朝
鮮
通
信
使
が
来
朝
す
る
の
で
近
家
と
近
任
の
両
人
は
早
々
に
江
戸

に
下
向
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
命
令
で
あ
っ
た
。
書
状
は
老
中
の
連

名
だ
が
、
実
際
の
作
成
は
江
戸
城
の
奥
右
筆
が
担
当
す
る
。
そ
れ
を

京
都
所
司
代
の
松
平
紀
伊
守
を
通
し
て
両
楽
人
に
伝
え
る
、
と
い
う

段
取
り
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
宝
永
八
年
四
月
十
七
日
に
近
家
は

近
衛
家
熙
に
呼
び
出
さ
れ
、
舞
楽
（〈
秦
王
〉
と
〈
太
平
楽
〉）
に
関

す
る
質
問
を
受
け
た
が
、
こ
れ
が
将
軍 

→ 

御
台
所 

→ 

近
衛
家
を
通

し
て
近
家
に
来
た
私
的
な
接
触
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、『
儀
注
』

に
見
え
る
右
の
依
頼
は
、
老
中
や
京
都
所
司
代
を
経
由
す
る
幕
府
の

公
的
な
依
頼
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵
『
基
煕
公
記
』
六
月
廿
三
日

近
家
、
近
任
両
人
来
。
今
度
、
朝
鮮
人
来
聘
。
音
楽
之
事
、
全
可
承

諾
事
旨
、
寺
社
奉
行
申
渡
。
畏
存
旨
言
談
了
。

　

近
家
、
近
任
が
、
神
田
の
基
煕
の
旅
宿
を
訪
ね
て
来
て
語
っ
た
内

容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
右
の
記
事
に
よ
っ
て
、
近
家
、
近
任
両
人
が

六
月
廿
三
日
以
前
に
江
戸
に
到
着
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
掲

⑴
の
江
戸
下
向
の
命
令
書
の
日
付
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く
、
六
月

初
め
に
京
都
を
発
ち
、
六
月
中
旬
に
江
戸
に
到
着
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
両
人
が
接
触
し
た
寺
社
奉
行
は
、
次
の
⑶
の
記
事
に
も
出
て
来

る
弾
正
少
弼
・
本
多
忠
晴
で
あ
る
。

⑶
『
儀
注
』
正
徳
元
卯　

六
月
廿
八
日

一　

書
付
渡
之
。
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一　

舞
曲
五
番
可
然
候
事

一　

五
番
之
中
、本
朝
之
曲
二
ツ
を
可
奏
候
。
し
か
れ
は
賀
王
恩
、

承
和
楽
之
二
曲
に
可
有
之
候
歟
。
猶
其
外
ニ
可
然
も
可
有
之

哉
之
事

一　

唐
楽
ハ
三
曲
を
奏
可
申
候
。
其
中
陵
王
ハ
不
及
申
候
。
太
平

楽
者
、
甲
冑
を
着
し
可
奏
候
。
此
外
一
曲
之
事
ハ
、
三
臺
塩

か
甘
州
か
二
曲
之
中
を
以
て
可
然
候
事

一　

右
方
の
楽
、
高
麗
多
く
相
見
へ
候
歟
。
其
中
本
朝
か
唐
の
曲

を
交
奏
候
而
ハ
、
い
か
ゝ
可
有
之
哉
之
事

一　

管
方
伶
人
ハ
鳥
甲
襲
装
束
ニ
て
、
可
相
勤
候
。　
　

　
　
　
　
　

以
上

　

右
之
書
付
、
弾
正
少
弼
江
、
相
模
守
渡
之
。

　

ま
ず
、
末
尾
の
「
弾
正
少
弼
」
と
は
本
多
忠
晴
（
一
六
四
一
〜

一
七
一
五
）
の
こ
と
で
、
当
時
、
寺
社
奉
行
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
相

模
守
」
は
土
屋
政
直
（
一
六
四
一
〜
一
七
二
二
）
の
こ
と
で
、当
時
、

老
中
首
座
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
書
付
は
老
中
・
土
屋
相
模
守

か
ら
寺
社
奉
行
・
本
多
弾
正
少
弼
に
渡
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
寺
社
奉
行
か
ら
さ
ら
に
、
辻
近
家
、
近
任
に
渡

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
書
付
の
内
容
は
選
曲
に
関
す
る
も
の
で
、
饗

応
の
舞
楽
は
五
番
（
十
曲
）
と
し
、「
本
朝
之
曲
」
す
な
わ
ち
日
本

で
作
ら
れ
た
楽
を
二
曲
、「
唐
楽
」
す
な
わ
ち
中
国
で
作
ら
れ
た
曲

は
三
曲
で
、
内
訳
は
〈
陵
王
〉
と
〈
太
平
楽
〉
は
必
ず
入
れ
、
そ
の

ほ
か
一
曲
は
〈
三
臺
〉
か
〈
甘
州
〉
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
打
診
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
通
常
「
唐
楽
」
は

「
高
麗
楽
」
に
相
対
す
る
概
念
で
、
舞
楽
の
時
は
左
方
唐
楽
と
右
方

高
麗
楽
の
舞
を
組
み
合
わ
せ
て
「
番
（
つ
が
い
）」
と
す
る
。
し
か

し
、右
の
文
中
で
は
、「
本
朝
之
曲
二
ツ
」
の
あ
と
に
「
唐
楽
ハ
三
曲
」

と
出
て
く
る
の
で
、
こ
の
文
脈
で
は
、
日
本
で
平
安
時
代
に
作
ら
れ

た
和
製
の
〈
賀
王
恩
〉
と
〈
承
和
楽
〉
に
対
し
て
、
中
国
で
作
ら
れ

た
楽
曲
を
指
し
て「
唐
楽
」と
呼
び
、〈
陵
王
〉〈
太
平
楽
〉〈
三
臺
〉〈
甘

州
〉
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り

こ
こ
で
は
、
今
日
「
唐
楽
の
舞
楽
」
と
分
類
さ
れ
る
曲
の
中
で
も
日

本
製
か
中
国
製
か
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

朝
鮮
通
信
使
の
接
待
な
の
で
、
高
麗
楽
の
舞
楽
も
含
め
る
こ
と
は
当

然
な
の
で
あ
る
が
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
新
井
白
石
は
、
日
本
に
は

唐
朝
か
ら
伝
わ
っ
た
由
緒
正
し
い
古
い
舞
楽
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
朝
鮮
使
に
対
し
て
強
調
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
、
各
楽
曲
の
来

歴
を
充
分
吟
味
し
て
選
曲
す
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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⑷
『
儀
注
』
正
徳
元
卯　

七
月
五
日
（
そ
の
一
）

一　

京
都
次
飛
脚
ニ
左
之
通
申
遣
之
。

京
都
江

一　

楽
人
之
人
数
五
十
一
人
、
内
十
人
者
紅
葉
山
楽
人
相
加
。

京
都
楽
人
四
十
一
人
之
内
、
弐
人
ハ
先
達
而
罷
下
。
残
る

三
十
九
人
、
朝
鮮
人
江
戸
着
前
、
別
紙
書
付
之
通
、
装
束
持

参
、
当
地
江
着
在
之
様
、
可
申
渡
旨
、
達
之
。

　

右
の
記
事
か
ら
、
今
次
の
舞
楽
勤
仕
楽
人
の
総
人
数
が
五
十
一
人

だ
と
わ
か
る
。
う
ち
十
人
は
、
江
戸
に
常
駐
し
て
い
る
紅
葉
山
楽
人

二
九
で
あ
る
。
ま
た
、
京
都
楽
人
の
う
ち
二
名
は
す
で
に
下
向
し
て

い
る
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
六
月
廿
三

日
以
前
に
江
戸
に
来
て
い
た
辻
近
家
と
近
任
を
指
す
。
そ
の
他
の
楽

人
は
、
朝
鮮
通
信
使
が
江
戸
に
着
く
前
に
江
戸
入
り
す
る
よ
う
に
と

指
示
し
て
い
る
。『
儀
注
』
に
は
こ
の
他
、
七
月
五
日
付
け
で
京
都

宛
に
送
ら
れ
た
も
う
一
通
の
書
付
が
あ
る
。
こ
の
書
付
に
は
、
用
意

す
べ
き
装
束
や
楽
器
の
一
覧
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、〈
採
桑
老
〉〈
綾

切
〉〈
退
宿
徳
〉
な
ど
通
信
使
饗
応
舞
楽
に
は
入
っ
て
い
な
い
多
数

の
舞
楽
の
装
束
や
面
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
書
付
が
認

め
ら
れ
た
意
図
が
不
明
な
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

⑸
『
儀
注
』
正
徳
元
卯　

七
月
五
日
（
そ
の
二
）

　
　

今
度
被　

仰
付
候

　
　

舞
楽
番
付

　
　

振エ
ン
ブ鉾

三サ
ン

臺ダ
イ

塩エ
ン　
　

長チ
ャ
ウ
ボ
ラ
ク

保
楽

央ヤ
ウ
グ
ウ
ラ
ク

宮
楽　
　

仁ニ
ン
ワ
ラ
ク

和
楽

太タ
イ
ヘ
イ
ラ
ク

平
楽　
　

古コ
ト
リ
ソ

鳥
蘇

甘カ
ン
シ
ウ州　
　
　

林リ
ン
ガ歌

陵レ
ウ
ワ
ウ王　
　
　

納ナ
ッ
ソ
リ

曽
利　
　

　
　

退
出　

長チ
ャ
ウ
ケ
イ
し

慶
子

　

楽
人
人
数　

五
十
壱
人　
　

　
　

内
十
人
者
紅
葉
山
之
楽
人
相
加

　

右
の
「
仰
付
」
で
舞
楽
の
演
目
が
決
定
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
中

国
製
の
「
唐
楽
」
と
し
て
は
、
六
日
廿
八
日
の
書
付
で
候
補
に
挙
が

っ
て
い
た
〈
三
臺
〉〈
甘
州
〉〈
太
平
楽
〉〈
陵
王
〉
が
す
べ
て
採
用

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
本
朝
之
楽
」
の
方
は
、〈
賀
王
恩
〉〈
承
和
楽
〉

は
不
採
用
で
、
代
わ
り
に
左
舞
で
は
〈
央
宮
楽
〉、
右
舞
で
は
〈
長

保
楽
〉〈
仁
和
楽
〉
が
選
ば
れ
た 

三
〇 

。
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⑹
『
基
煕
公
記
』
七
月
十
三
日

晩
景
、
近
家
宿
祢
来
。
暫
談
。
今
度
朝
鮮
来
聘
、
可
有
舞
楽
。
依
之
、

目
六
以
下
注
献
。
叶
時
宜
大
慶
。
楽
道
繁
栄
殊
被
尋
下
事
等
、
振
舌

之
御
才
智
、
感
悦
之
旨
申
之
了
。

　

七
月
十
三
日
の
晩
、
近
衛
基
煕
の
宿
所
に
近
家
が
や
っ
て
き
て
し

ば
ら
く
話
を
し
た
。
近
家
が
言
う
に
は
、
今
度
朝
鮮
通
信
使
が
来
朝

す
る
の
で
舞
楽
を
見
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
、
目
録
（
曲

目
）
な
ど
を
提
出
し
て
き
た
、
と
い
う
。
こ
れ
は
、
六
月
廿
八
日
の

幕
府
側
か
ら
の
曲
目
案
の
提
示
以
降
、
幕
府
側
と
近
家
と
の
間
で
折

衝
が
あ
り
、
七
月
五
日
に
は
演
目
が
決
定
し
た
こ
と
の
事
後
報
告
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近
家
は
「
叶
時
宜
大
慶
」
と
言
っ
て
い
て
、
折

よ
く
、
外
国
の
使
節
に
舞
楽
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
喜
ん

で
い
る
、
と
取
れ
る
。
ま
た
、
目
録
を
提
出
し
た
相
手
は
、
楽
道
繁

栄
な
ど
い
ろ
い
ろ
お
尋
ね
に
な
り
、
恐
れ
入
る
ほ
ど
の
才
智
の
持
主

だ
っ
た
と
近
家
が
感
服
し
て
い
る
様
子
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
人

物
は
、
舞
楽
上
演
時
に
通
信
使
に
演
目
の
説
明
を
し
、
後
に
『
楽
考
』

と
い
う
雅
楽
に
関
す
る
文
書
も
執
筆
し
た
新
井
白
石
そ
の
人
と
見
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
⑺
『
儀
注
』
正
徳
元
卯　

七
月
十
五
日

左
之
書
付
、
従
奥
出
ル
。

　
　

舞
楽

三
臺
塩　
　

長
保
楽

甘
州右

六
人
立
ニ
而
、
可
相
勤
候
。

右
書
付
、
弾
正
少
弼
江
相
模
守
渡
之
。
但
、
京
都
江
問
。
十
七
日

次
飛
脚
之
節
遣
之
。

　

演
目
の
う
ち
、
右
の
三
曲
の
舞
人
を
六
人
立
に
し
て
ほ
し
い
、
と

い
う
要
望
が
、
老
中
・
土
屋
相
模
守
か
ら
寺
社
奉
行
・
本
多
弾
正
少

弼
に
渡
さ
れ
た
。
こ
の
要
望
は
、
さ
ら
に
十
七
日
の
継
飛
脚
で
京
都

の
楽
人
た
ち
に
打
診
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
実
際
に
、
十
一
月
三

日
の
通
信
使
饗
応
舞
楽
で
も
、
こ
の
三
曲
は
六
人
で
舞
わ
れ
て
い
る

（
後
述
）。

　

こ
の
あ
と
、
し
ば
ら
く
間
が
空
い
て
、
次
の
『
儀
注
』
の
記
事
は

九
月
末
の
日
付
と
な
る
が
、
楽
人
た
ち
は
八
月
中
に
五
名
が
、
九
月

に
入
る
と
三
十
八
名
が
江
戸
に
到
着
す
る
。
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⑻
『
儀
注
』
正
徳
元
卯　

九
月
廿
九
日

一　

朝
鮮
人
登　

城
之
節
、
舞
楽
御
饗
應
之
習
礼
、
今
日
始
而
有
之
。

老
中
出
座
見
分
。

一　

左
之
書
付
、
本
多
弾
正
少
弼
差
出
之
。

　
　
　
　
［
上
方
楽
人
］ 
辻　

 

伯
耆
守

　
　
　
　
［
同
］　　
　

 
辻　

 

豊
前
守

　
　

右
両
人
者
、
従
六
月
、
就
御
用
罷
下
り
居
申
候
。

　
　
　
　
［
上
方
楽
人
］ 

東
儀 
因
幡
守

　
　
　
　
［
同
］　　
　

 

林 

駿
河
守

　
　
　
　
［
上
方
楽
人
］ 

多 

上
総
介

　
　
　
　
［
同
］　　
　

 

窪 

杢
権
頭

　
　
　
　
［
同
］　　
　

 

上 

左
近
将
監

　
　

右
五
人
者
八
月

　
　

禁
裏
舞
楽
御
装
束
為
宰
領
、
先
達
而
着
府
仕
罷
在
候
。

一　

上
方
楽
人
残
る
三
十
八
人
者
、
今
明
両
日
ニ
到
着
仕
候
。
右
之

通
ニ
而
、
都
合
上
方
楽
人
四
拾
五
人
相
揃
申
候
。

　

右
之
通
書
付
差
出
之
。

但
、
上
方
楽
人
十
九
人
今
日
到
着
。
相
残
ル
十
九
人
ハ
明
朔
日

可
為
到
着
之
處
、
駿
州
冨
士
川
満
水
ニ
付
延
引
。
同
二
日
到
着
。

　

右
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
九
月
廿
九
日
に
老
中
立
ち
会
い
で
舞
楽
の

習し
ゅ

礼ら
い

（
リ
ハ
ー
サ
ル
）
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
寺
社
奉
行
・
本
多
弾

正
少
弼
か
ら
差
出
さ
れ
た
書
付
に
よ
れ
ば
、
そ
の
場
に
参
加
で
き
た

の
は
、
六
月
に
す
で
に
江
戸
に
下
向
し
て
い
た
近
家
、
近
任
と
、
装

束
係
と
し
て
八
月
に
江
戸
入
り
し
た
東
儀
因
幡
守
兼
佐
（
一
六
五
一

〜
一
七
三
〇
）、
林
駿
河
守
廣
國
（
一
六
五
六
〜
一
七
二
九
）、
多
上

総
介
忠
武
（
一
六
六
八
〜
一
七
三
三
）、窪
杢
権
頭
近
業
（
一
六
七
八

〜
一
七
五
五
）、
上
左
近
将
監
近
貞
（
一
六
八
九
〜
一
七
一
二
）
の

計
七
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
残
る
三
八
人
の
う
ち
、
十
九
人
は
九
月
廿

九
日
に
到
着
、
残
り
の
十
九
人
は
、
明
十
月
朔
日
到
着
の
と
こ
ろ
、

富
士
川
増
水
の
た
め
十
月
二
日
の
到
着
予
定
と
な
っ
た
。

四
、十
一
月
三
日
　
朝
鮮
通
信
使
饗
応
舞
楽
の
実
際

　

次
に
、
十
一
月
三
日
の
饗
応
舞
楽
の
様
子
を
『
狛
氏
新
録
』『
東

槎
録
』『
基
煕
公
記
』で
見
て
み
よ
う
。
配
役
は
表
五
の
通
り
で
あ
る
。

辻
近
家
以
下
、
舞
人
は
十
七
人
で
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
複
数
の
舞
に

出
演
し
た
。
例
え
ば
、近
家
は
〈
振
鉾
〉〈
三
臺
塩
〉〈
央
宮
楽
〉〈
陵

王
〉
の
四
つ
の
舞
を
舞
っ
た
。
舞
は
通
常
、
左
舞
と
右
舞
を
交
互
に

演
じ
る
の
で
、
左
右
の
舞
人
は
、
反
対
側
の
舞
が
上
演
さ
れ
て
い
る



図一　『舞楽圖』三四より
〈三臺塩〉襲装束

図二　『舞楽圖』 三七より
〈央宮楽〉蛮絵装束
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間
に
、
次
の
舞
楽
の
装
束
に
着
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
家
の
場

合
、〈
振
鉾
〉
の
次
に
す
ぐ
に
〈
三
臺
塩
〉
三
一
を
舞
う
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
同
じ
襲
装
束
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

四
人
、
ま
た
は
六
人
で
舞
う
平ひ

ら
ま
い舞
の
多
く
は
汎
用
装
束
を
共
用
し

て
い
る
。
汎
用
装
束
に
は
襲

か
さ
ね

装
束
と
蛮ば
ん

絵え

装
束
が
あ
る
。
襲
装
束

と
は
、
袍ほ

う 

、
半は
ん

臂ぴ 
、
下し
た

襲が
さ
ね、
指さ
し

貫ぬ
き
三
二
、
赤
大
口
、
忘
れ
緒
、
糸し

鞋か
い

、

踏ふ

掛が
け

を
着
け
、腰
に
金き
ん

帯た
い（
左
方
）
ま
た
は
銀
帯
（
右
方
）
を
着
け
る
。

袍 

の
色
は
左
方
で
は
紅
、
右
方
で
は
緑
で
あ
る
。
頭
に
は
鳥と
り

兜か
ぶ
と
三
三

を
被
る
（
図
一
）。

　

一
方
、
蛮
絵
装
束
は
、
袍
、
下
襲
、
表

う
え
の
は
か
ま
袴
、
赤あ
か
の
お
お
く
ち

大
口
、
糸
鞋
を
着
け
、

腰
に
は
金
帯
ま
た
は
銀
帯
を
つ
け
、
笏
を
挿
す
。
左
方
の
袍
は
檜ひ

わ
だ皮

色
三
五
、
右
方
の
袍
は
縹
は
な
だ

色
三
六
で
あ
る
。
頭
に
は
冠
、
巻け
ん
え
い纓
、
緌
お
い
か
けを

着
け
る
（
図
二
）。

　

多
く
の
平
舞
は
襲
と
蛮
絵
ど
ち
ら
を
使
用
し
て
も
よ
い
た
め
、
過

去
の
舞
楽
会
の
記
録
で
平
舞
が
ど
ち
ら
の
装
束
だ
っ
た
の
か
を
特
定

す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
正
徳
度
の
通
信
使
饗
応
舞
楽

の
場
合
、
朝
鮮
側
の
『
東
槎
録
』（
後
述
）
に
装
束
に
関
す
る
簡
単

な
記
述
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ど
ち
ら
だ
っ
た
の
か
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。『
東
槎
録
』
の
記
述
か
ら
汎
用
装
束
を
用
い
る
平
舞
を

取
り
出
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
三
八
。

・
振
鉾
（
左
右
）
着
紅
緑
衣
、
鳳
翅
冠
者
六
人
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【
左
方
唐
楽
】

・
三
臺
塩　

鳳
冠
紅
衣
者
六
人

・
央
宮
楽　

着
巻
角
帽
〻
上
箸
花
鬂
邊
挿
貂
披　

紫
衣
者
四
人

・
甘
州　
　

紅
衣
者
四
人　

右
袒
内
着
白
錦
繍
衣　

着
帽
挿
貂

【
右
方
高
麗
楽
】

・
長
保
楽　

鳳
冠
緑
衣
者
六
人

・
仁
和
楽　

青
衣
四
人　

箸
花
挿
貂

・
古
鳥
蘇　

花
冠
雑
綵
衣
曳
緑
裾
佩
劔
、
背
後
挿
笏
者
四
人

　
「
鳳
翅
冠
」
も
し
く
は
「
鳳
冠
」
と
は
、今
日
一
般
的
に
鳥
兜
（
鳥

甲
）と
呼
ば
れ
る
被
り
物
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。〈
三
臺
塩
〉と〈
長

保
楽
〉
が
「
鳳
冠
」
と
な
っ
て
い
る
（
図
一
）。

　

一
方
、〈
央
宮
楽
〉
は
「
着
巻
角
帽
」
で
、「
帽
上
、
箸
花
鬂
邊
、

挿
貂
披
（
帽
の
上
の
簪
と
花
の
鬂
の
あ
た
り
に
貂て

ん

の
皮
を
挿
む
）」

と
あ
る
。〈
甘
州
〉
も
「
着
帽
挿
貂
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
言

う
「
帽
」
と
は
今
日
一
般
的
に
「
冠
」
と
呼
ば
れ
る
被
り
物
を
指
し
、

「
巻
」
は
巻
纓
、
箸
（
簪
）
は
巻
纓
を
留
め
る
棒
状
の
も
の
、「
花
」

は
季
節
の
花
な
ど
を
飾
と
し
て
着
け
る
「
挿か

ざ
し頭
」
の
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
「
貂
」
と
は
貂
の
皮
と
蝉
の
羽
を
飾
り
と
し
た
、
中
国
の

「
貂

ち
ょ
う
ぜ
ん蝉
冠 

三
九
」
を
模
し
た
飾
り
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の
舞
楽
装
束

の
装
い
に
は
見
ら
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
重
要
な
こ

と
は
、
大
き
な
鳥
兜
を
被
る
襲
装
束
で
は
、
箸
や
挿
頭
、
貂
の
皮
を

頭
に
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、〈
三

臺
塩
〉〈
長
保
楽
〉
は
鳥
兜
を
着
す
襲
装
束
で
あ
り
、〈
央
宮
楽
〉〈
甘

州
〉〈
仁
和
楽
〉
は
蛮
絵
装
束
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
図

二
）。〈
古
鳥
蘇
〉
は
や
や
例
外
的
で
、
襲
装
束
を
着
す
る
が
、
鳥
兜

は
か
ぶ
ら
ず
に
、
冠
、
巻
纓
、
緌
を
着
け
る
。〈
古
鳥
蘇
〉
の
記
述

に
「
花
冠
」
と
あ
り
、
冠
に
挿
頭
を
つ
け
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ

と
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
。

　

以
上
を
総
合
す
る
と
、
表
五
の
よ
う
に
な
る
。〈
央
宮
楽
〉
は
現

行
伝
承
で
も
蛮
絵
装
束
で
あ
る
。〈
三
臺
塩
〉
の
袍
の
色
が
「
紅
」

で
あ
る
の
に
対
し
、〈
央
宮
楽
〉
の
袍
が
「
紫
」
と
な
っ
て
い
る
こ

と
も
後
者
が
蛮
絵
装
束
だ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。〈
甘
州
〉
は

現
行
で
は
襲
装
束
と
さ
れ
て
い
る
が
、
安
倍
季
尚
撰
『
楽
家
録
』

（
一
六
九
〇
）
巻
第
三
八
「
舞
楽
装
束
」
で
は
蛮
絵
、
近
家
の
『
狛

氏
新
録
』（「
舞
曲
家
記
」）
で
も
蛮
絵
装
束
と
し
て
い
る
。
左
舞
の

襲
装
束
の
〈
三
臺
塩
〉
を
舞
っ
た
後
、
全
員
が
別
の
装
束
に
着
替
え

る
。
特
に
〈
央
宮
楽
〉
を
舞
う
近
家
、
近
任
、
近
業
、
近
倫
の
四
人

は
慌
た
だ
し
く
蛮
絵
に
着
替
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
五
臈
の
窪
近
宣

も
、〈
三
臺
塩
〉
の
あ
と
甲
冑
装
束
の
〈
太
平
楽
〉
に
着
替
え
、
さ



正徳1(1711.11.3)　朝鮮通信使饗応　江戸城舞楽（『狛氏新録』）

振鉾 三臺塩 長保楽 央宮楽 仁和楽 太平楽 古鳥蘇 甘州 林歌 陵王 納蘇利

襲 襲 襲 蛮絵 蛮絵 別 襲 蛮絵 別 別 別

名前　 年齢 2人 6人 6人 4人 4人 4人 4人 6人 4人 1人 2人

辻　　近家 44 左1 1 1 1 4

辻　　近任 36 2 2 1 3

左 窪　　近業 34 3 3 2 3

辻　　近倫 32 4 4 3 3

窪　　近宣 25 5 1 4 3

舞 上　　近貞 23 6 2 2

窪　　近光 23 3 5 2

辻　　近清 21 4 6 2

東儀　兼佐 61 右1 1 1 1 4

林　　廣国 56 2 2 2 3

右 林　　廣貫 45 3 3 2

東儀　兼陳 39 4 4 2

多　　忠音 36 5 1

舞 東儀　兼秀 ？ 6 3 3 3

東儀　兼治 55 1 1 2

林　　廣房 43 2 2 2

林　　廣経 22 4 4 2

　　舞人計 17人（内　左舞8人、右舞9人）

備考

・年齢は数え年。

・→は違う装束への着替えを表す。

・曲名の下の数字は舞人の﨟次。

左方管方　20人

笙　　 豊栄秋　豊数秋　豊庸秋　◎東友直　▲中晴起　▲多忠明　豊生秋　豊太秋　

篳篥　 ◎窪近茂　多忠武　安倍季逸　

笛　　 ◎芝葛光　▲山井景豊　山井景敏　多忠恒　芝葛伴　豊倫秋

鞨鼓　 山井景剰　

太鼓 久保近量　

鉦鼓 西京行専

右方管方　20人

笙　　 ◎林廣為　▲薗廣則　多忠毘　多忠厚

篳篥　 ◎▲東儀季永　東儀兼棟　東儀兼當　▲東儀季忠　東儀季矩　▲東儀兼方

笛　　 ◎東儀兼伯　山井景村　東儀兼太　▲岡昌英　岡昌倫　▲岡昌喜　岡昌春　　

三鼓　 ▲東儀兼伴　

太鼓 薗廣成　

鉦鼓 薗廣音

▲=紅葉山楽人 ◎=音頭（主奏者）

出演

回数

演　目

装　束

表五　十一月三日　饗応舞楽の配役
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図三　江戸城白書院の舞楽見学の図
（上が北になるように原文を九十度時計回りに回転）
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ら
に
す
ぐ
に
〈
甘
州
〉
の
蛮
絵
装
束
に
着
替
え
る
と
い
う
た
い
へ
ん

忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

　

右
舞
の
〈
長
保
楽
〉
は
、
現
行
で
は
蛮
絵
／
襲
ど
ち
ら
で
も
よ
い

と
さ
れ
る
が
、『
楽
家
録
』
で
は
襲
装
束
と
す
る
。
右
舞
の
舞
人
で

最
も
忙
し
く
装
束
を
着
替
え
た
の
は
東
儀
兼
秀
で
、
襲
装
束
の
〈
長

保
楽
〉
の
あ
と
蛮
絵
装
束
で
〈
仁
和
楽
〉
を
舞
い
、
さ
ら
に
〈
林

歌
〉
で
こ
の
曲
固
有
の
装
束
に
着
替
え
る
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ

っ
た
。

　

舞
楽
の
伴
奏
を
す
る
管
方
は
、
左
方
、
右
方
と
も
二
十
人
ず
つ
、

計
四
十
人
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
紅
葉
山
楽
人
は
十
名
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
図
三
（『
儀
注
』
よ
り
）
に
あ
る
よ
う
に
江
戸
城
白
書
院

の
中
庭
に
は
高
舞
台
が
し
つ
ら
え
ら
れ
、朝
鮮
通
信
使
の
一
行
に
は
、

中
庭
の
西
側
の
桜
之
間
と
そ
れ
に
続
く
松
の
廊
下
に
席
が
用
意
さ
れ

た
。
桜
之
間
の
北
側
、
将
軍
に
近
い
方
に
正
使
、
副
使
、
従
事
官
の

三
使
が
着
座
し
、西
側
に
上
々
官
三
名
と
、南
側
に
対
馬
守
、縁
長
老
、

集
長
老
四
〇
の
三
名
が
座
っ
た
。
つ
ま
り
、
通
信
使
た
ち
は
、
舞
楽

を
側
面
か
ら
鑑
賞
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
図
の
位
置
関
係
が
正
確
だ

と
す
る
と
、
側
面
か
ら
と
は
い
え
、
上
官
あ
た
り
の
席
か
ら
の
眺
め

が
最
も
至
近
距
離
で
舞
台
が
よ
く
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
図

に
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
舞
台
の
後
方
（
こ
の
図
で
は
下
側
）
に
は

鼂だ

太だ
い
こ鼓
、
大
鉦
鼓
と
楽
屋
が
あ
っ
た
こ
と
が
通
信
使
の
記
録
か
ら
わ

か
る
（
後
述
）。

　

な
お
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
賓
客
の
他
に
、
世
話
を
す
る
幕
府
の

役
人
が
多
数
付
き
添
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
中
の
一
人
が
新

井
白
石
で
あ
っ
た
。
白
石
は
三
使
に
付
き
添
い
、
筆
談
で
舞
楽
の
解

説
を
し
て
い
る
（
後
述
）。

　

な
お
、
当
日
は
、
通
信
使
側
に
「
舞
楽
番
付
」、
つ
ま
り
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
配
布
さ
れ
た
。『
儀
注
』
に
は
、「
但
舞
楽
番
付
六
通
。
大
広

間　

出
御
以
前
、
本
多
弾
正
少
弼
、
於
殿
上
間
、
對
馬
守
江
相
渡
之
。

叶
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三
使
江
三
通
、
上
々
官
三
人
江
一
通
、
對
馬
守
江
一
通
、
両
長
老
江
一

通
也
。」
と
あ
る
。
桜
之
間
の
高
官
た
ち
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
配
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
日
の
概
要
を
近
衛
基
煕
が
次
の
よ
う
に
書
き
残
し

て
い
る
。

十
一
月
三
日　

天
陰
申
下
刻
後
雨
下

朝
鮮
三
使
、
上
々
官
以
下
、
今
日
於
城
中
賜
饗
応
。
聘
使
過
旅
館

門
前
之
旨
、
兼
而
可
見
物
旨
厳
命
。
浅
野
土
佐
守
家
人
、
令
警
固

門
前
等
。
聘
使
巳
刻
令
登
城
之
間
、
向
格
子
方
見
之
。
三
使
、
上

々
官
、
中
官
輩
等
騎
馬
、
歩
行
者
等
多
々
。
必
三
使
吹
彼
国
楽
鐘

鼓
等
。
似
昨
年
琉
球
人
音
調
子
等
。
不
似
上
古
高
麗
聲
器
。
又
以

格
別
之
物
也
。
今
日
、
三
使
以
下
舞
楽
為
馳
走
被
結
構
。
是
亦
自

去
九
月
、
狛
近
家
宿
祢
被
召
下
、
毎
事
被
加
吟
味
云
々
。
委
細
事
、

近
家
注
之
云
々
。
薄
暮
三
使
以
下
退
出
了
。
追
而
可
尋
之
。（『
基

煕
公
記
』）（
傍
線
引
用
者
）

　

右
に
よ
る
と
、
通
信
使
は
巳
刻
（
午
前
十
時
頃
）
に
登
城
で
、
そ

の
前
に
神
田
の
基
煕
の
宿
所
の
前
を
通
過
し
て
い
っ
た
。
基
煕
は
格

子
越
し
に
そ
の
行
列
の
様
子
を
見
物
で
き
た
よ
う
で
、
三
使
、
上
々

官
、
中
官
な
ど
は
騎
馬
、
歩
行
の
者
も
多
数
い
た
、
と
書
い
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
次
の
部
分
で
あ
る
（
傍
線
部
）。
す
な
わ
ち
、
通
信

使
た
ち
は
、
朝
鮮
の
国
楽
の
鐘
や
鼓
を
演
奏
し
な
が
ら
通
り
過
ぎ

た
が
、
そ
の
音
楽
は
、
昨
年
見
た
琉
球
人
四
一
の
音
楽
と
似
て
い
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
多
く
の
版
画
や
絵
巻
に
描
か
れ
た
よ
う

に
四
二
、
行
列
時
に
演
奏
さ
れ
る
朝
鮮
の
吹
打
音
楽
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
。
朝
鮮
の
吹
打
は
実
際
に
琉
球
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
路
次
楽

と
似
て
い
て
、
喇
叭
や
螺
角
、
銅
鑼
や
太
鼓
を
用
い
て
大
音
量
で
演

奏
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
基
煕
は
、（
日
本
で
伝
承
さ
れ

て
い
る
）
上
古
の
（
雅
楽
の
）
高
麗
楽
の
楽
器
に
は
似
て
お
ら
ず
別

の
も
の
だ
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
続
く
部
分
で
は
、
江
戸
城
で
の

舞
楽
の
も
て
な
し
は
、
近
家
が
九
月
か
ら
あ
れ
こ
れ
と
検
討
し
用
意

し
て
き
た
も
の
だ
、
と
書
い
て
い
る
。

五
、
白
石
の
目
論
み
と
通
信
使
の
感
想
〜
『
坐
間
筆
語
（
観

楽
筆
譚
）』
と
『
東
槎
録
』
か
ら

五
　
一
、『
坐
間
筆
語
（
観
楽
筆
譚
）』
に
つ
い
て

　
『
坐
間
筆
語
』
は
新
井
白
石
が
、
十
一
月
三
日
当
日
に
舞
楽
に
関

し
て
朝
鮮
通
信
使
と
や
り
と
り
し
た
内
容
を
み
ず
か
ら
ま
と
め
た

『
観
楽
筆
譚
』
を
も
と
に
、
友
人
の
室
鳩
巣
が
解
題
を
つ
け
、
鈴
木
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公
温
が
識
語
を
付
し
た
書
で
あ
る
。
現
在
、
天
明
八
（
一
七
八
九
）

年
の
版
本
（
京
都
二
條
通
高
倉
角
の
八
文
字
屋
正
兵
衛
刊
）
と
、
そ

れ
を
さ
ら
に
活
字
化
し
た
近
代
の
活
字
本
『
新
井
白
石
全
集
』（
国

書
刊
行
会
、
一
九
〇
五
）
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

国
立
公
文
書
館
に
伝
わ
る
『
観
楽
筆
譚
』
の
写
本
四
三
に
は
、

観
楽
筆
譚

　
　
　

筑
後
守
従
五
位
下
源
君
美

　

正
徳
元
年
辛
卯
十
一
月
三
日

　

内
殿　

賜
楽
於
朝
鮮
使
者
坐
間
筆
語

と
い
う
、
白
石
の
奥
付
が
あ
る
。
こ
の
写
本
の
本
文
は
漢
文
白
文

で
あ
る
。
一
方
、
版
本
『
坐
間
筆
語
』
四
四
は
返
り
点
つ
き
漢
文
で
、

冒
頭
に
か
な
り
長
文
の
鈴
木
公
温
の
識
語
と
室
鳩
巣
の
解
題
が
あ

る
四
五
。『
観
楽
筆
譚
』
の
写
本
と
版
本
の
『
坐
間
筆
語
』
は
、
本
文

の
文
字
や
発
話
者
の
注
記
に
細
か
な
違
い
が
あ
る
が
、
全
体
に
版
本

『
坐
間
筆
語
』
の
方
が
文
意
が
通
じ
や
す
く
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
用

い
る
。
ま
た
、
版
本
冒
頭
の
鳩
巣
の
解
題
に
は
、
白
石
の
『
観
楽
筆

譚
』
写
本
に
は
な
い
時
代
背
景
の
説
明
が
あ
る
。
諸
本
を
参
考
に
し

て
、
試
み
に
鳩
巣
の
解
題
の
訓
読
体
の
釈
文
を
示
す
。

坐
間
筆
語
に
題
す

皇
朝
楽
部
、
本
邦
に
得
る
も
の
有
り
、
外
國
に
得
る
も
の
有
り
。

京
師
伶
官
之
家
、
世
こ
れ
を
掌
る
。
近
く
、
燕
饗
散
楽
を
以
て
禮

と
為
す
よ
り
、
古
禮
遂
に
廢
し
て
行
は
れ
ざ
る
嘆
ず
べ
き
の
み
。

辛
卯
冬
、
朝
鮮
使
臣
来
聘
す
。
惟
、
十
一
月
三
日
、
宴
を
内
殿
に

於
て
錫
ふ
。
前
代
の
例
に
依
り
て
ま
さ
に
散
楽
を
用
ゆ
べ
き
を
、

朝
散
大
夫
源
君
美
建
議
し
て
、
更
に
古
楽
を
以
て
之
に
代
へ
、
本

邦
、
外
國
の
楽
を
徧
用
す
。
本
邦
、
外
國
の
楽
を
、
燕
饗
の
日
に

及
び
、
堂
上
の
楽
作
る
使
臣
、
皆
、
竦
然
と
し
て
容
を
改
む
。
楽

更
奏
す
る
ご
と
に
君
美
之
に
与
し
筆
語
す
。應
對
流
る
る
が
如
し
。

宴
罷
て
、乃
ち
楽
名
を
第
録
し
て
各
問
答
の
語
を
そ
の
下
に
附
し
、

以
て
進
む
。
今
の
録
す
る
所
は
即
ち
そ
の
稿
な
り
。
昔
、
延
陵
の

季
子
、
魯
を
聘
し
て
三
代
之
楽
を
観
る
。
左
氏
こ
れ
を
傳
ふ
。
古

今
以
て
美
談
と
な
す
。
漢
季
、
三
國
の
後
よ
り
南
北
十
六
朝
を
歴

て
、
以
て
南
宋
、
遼
、
金
の
時
に
逮
び
、
敵
國
交
聘
す
。
前
后
相

踵
ぎ
、
使
臣
、
燕
會
の
間
に
楽
を
観
る
者
有
る
を
、
未
だ
聞
か
ず
。

千
有
餘
年
の
間
絶
て
見
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
今
す
な
わ
ち
こ
れ

を
見
る
。
吾
知
る
、
後
の
史
を
作
る
は
、
ま
た
将
に
左
氏
に
継
ぎ

て
こ
れ
を
傳
へ
、
そ
の
事
を
し
て
百
世
の
下
に
赫
赫
た
ら
し
む
る
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べ
し
と
。
豈
、
特
に
使
臣
の
榮
の
み
な
ら
ん
、
抑
ま
た
邦
家
の
光

な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳩
巣
主
人
室
直
清
題

（
抄
訳
）

朝
廷
の
音
楽
は
本
邦
で
生
ま
れ
た
も
の
と
外
国
か
ら
来
た
も
の
が
あ

る
。
京
都
の
楽
家
が
代
々
こ
れ
を
伝
承
し
て
き
た
。
近
年
、（
幕
府

の
）
宴
礼
は
散
楽
（
能
）
を
以
て
儀
礼
の
楽
と
し
た
の
で
、
古
い
儀

礼
楽
が
廃
さ
れ
て
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
嘆
く
べ
き
こ
と
だ
。

辛
卯
（
正
徳
元
年
）
の
冬
、
朝
鮮
通
信
使
が
来
朝
し
た
。
十
一
月
三

日
、
江
戸
城
の
内
殿
で
宴
会
を
賜
っ
た
。
前
代
の
例
に
よ
れ
ば
能
を

用
い
る
と
こ
ろ
、源
君
美
（
新
井
白
石
）
が
建
議
し
て
古
楽
（
雅
楽
）

に
代
え
、
本
邦
の
楽
と
外
国
の
楽
を
用
い
た
。
宴
礼
の
日
に
、
楽
官

た
ち
は
み
な
恐
れ
多
い
様
子
で
威
儀
を
正
し
て
い
た
。
左
右
の
舞
楽

が
交
互
に
奏
さ
れ
る
た
び
に
君
美
が
こ
れ
に
つ
い
て
筆
談
で
説
明
し

た
。
君
美
の
対
応
は
流
れ
る
ご
と
く
に
流
暢
で
あ
っ
た
。
宴
か
ら
退

出
し
た
後
、
曲
目
ご
と
に
問
答
の
内
容
を
記
し
て
進
呈
し
た
。
今
書

い
て
い
る
も
の
は
そ
の
稿
で
あ
る
。
昔
、
延
陵
の
季
子
が
魯
を
招
い

て
「
三
代
之
楽
」
を
観
た
。『
左
氏
』
が
こ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

古
今
こ
れ
を
美
談
と
し
て
き
た
。
漢
の
末
、
三
國
の
後
か
ら
南
北

十
六
朝
を
経
て
、
南
宋
、
遼
、
金
の
時
代
に
及
び
、
敵
國
が
互
い
に

使
者
を
交
換
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
し
か
し
）
宴
会
の
間
に
楽
を

観
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
千
有
餘
年
の
間
、
絶
え

て
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
今
こ
こ
に
見
て
い
る
。
歴
史

を
作
る
と
は
、
ま
さ
に
『
左
氏
』
に
あ
る
伝
承
を
継
い
で
、
こ
の
先

長
く
輝
か
し
く
伝
え
て
い
く
こ
と
だ
。
こ
れ
は
ひ
と
り
楽
家
の
者
た

ち
の
名
誉
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
我
が
国
の
栄
光
で
も
あ
る
。

　

右
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
ま
ず
、
江
戸
幕
府
の
外
国
使
節
の
饗
応

に
は
散
楽
（
猿
楽
、
能
）
を
用
い
て
き
た
と
こ
ろ
、
白
石
の
建
議
で

正
徳
度
は
雅
楽
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
雅
楽

に
は
、「
本
邦
」
の
楽
と
「
外
国
」
の
楽
が
あ
る
、
と
言
う
が
、
こ

れ
は
す
で
に
『
儀
注
』
の
考
察
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
今
日
雅
楽
の

中
の
「
唐
楽
」
と
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、「
本
朝
之
曲
」
＝
日
本
で

作
ら
れ
た
楽
と
、「
唐
楽
」
＝
中
国
で
作
ら
れ
た
楽
を
指
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
昔
、
中
国
の
延
陵
（
春
秋
時
代
の
呉
）
の

季
子
が
魯
を
招
い
て
「
三
代
之
楽
」
を
観
覧
し
た
と
い
う
『
春
秋
左

氏
伝
』の
故
事
を
、燕
楽（
宴
礼
楽
）の
例
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。「
三

代
之
楽
」
と
は
、
古
代
中
国
の
夏
・
殷
・
周
の
三
王
朝
の
楽
の
こ
と

を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
目
の
前
で
通
信
使
に
対
し
て
演
じ
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ら
れ
る
舞
楽
が
「
三
代
之
楽
」
で
あ
る
と
は
主
張
し
て
い
な
い
も
の

の
、
日
本
の
舞
楽
の
淵
源
は
中
国
の
燕
楽
に
あ
り
、
こ
れ
を
今
後
も

長
く
伝
え
て
行
く
こ
と
が
楽
人
の
名
誉
で
あ
る
だ
け
で
な
く
国
家
の

栄
光
で
も
あ
る
、
と
結
ん
で
い
る
。

　

こ
の
「
三
代
之
楽
」
に
つ
い
て
、白
石
の
『
坐
間
筆
語
』
に
は
〈
陵

王
〉
の
項
で
「
三
代
礼
楽
」
と
し
て
出
て
く
る
（
後
述
）。『
基
煕
公

記
』
に
も
、
饗
応
舞
楽
の
翌
日
の
条
に
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
の
で

引
用
す
る
。

　

舞
楽
見
物
驚
目
。
然
而
三
代
楽
無
之
事
、
如
何
之
由
、
向
筑
後
守

示
之
處
、
筑
後
守
答
云
、
今
度
舞
楽
、
和
国
唐
等
之
三
代
楽
、
日

本
皇
統
歴
々
之
間
至
今
日
雖
相
傳
、
於
今
日
者
為
内
殿
儀
間
、
不

被
奏
三
代
楽
。
凡
於
朝
廷
、
礼
楽
等
一
々
不
失
規
旨
相
示
之
處
、

三
使
感
入
云
々
。

　

三
代
楽
之
事
、
雖
無
傳
来
、
右
之
通
当
座
今
返
答
、
尤
為
弁
舌

士
者
也
。

（
正
徳
元
年
十
一
月
四
日
条
）

　

発
話
者
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
朝
鮮
の
三
使
の
誰
か

と
白
石（
筑
後
守
）の
問
答
を
書
き
留
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。（
三

使
が
）「
舞
楽
は
見
物
の
目
を
驚
か
し
た
。
し
か
し
三
代
之
楽
が
無

か
っ
た
の
は
い
か
な
る
理
由
か
」
と
筑
後
守
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
日

本
や
中
国
の
三
代
楽
は
日
本
の
皇
統
が
代
々
続
い
て
い
る
の
で
今
日

ま
で
伝
わ
っ
て
は
い
る
が
、
宮
廷
内
の
儀
式
に
奏
す
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
今
回
は
奏
さ
れ
な
か
っ
た
。
朝
廷
に
お
い
て
、
礼
楽

は
一
つ
も
失
わ
れ
て
い
な
い
」
と
説
明
し
、
三
使
は
感
心
し
た
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
最
後
の
一
文
は
こ
の
話
を
聞
い
た
基
煕
の
感
想
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、三
代
楽
は
じ
つ
は
日
本
に
は
伝
来
し
て
お
ら
ず
、

こ
の
こ
と
を
白
石
も
承
知
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
を
隠
し
て
も

っ
と
も
な
理
由
を
つ
け
て
三
使
に
当
意
即
妙
に
返
答
し
た
白
石
は
弁

舌
の
士
だ
、
と
感
心
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
白
石
の
弁
舌
の
才
よ
り
も
、
白

石
の
、
対
・
朝
鮮
通
信
使
と
い
う
文
脈
に
お
け
る
饗
応
の
重
要
ア
イ

テ
ム
と
し
て
の
舞
楽
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
地
理
的
に
中
国
と
地
続

き
で
、
冊
封
関
係
に
も
あ
る
朝
鮮
は
、
あ
る
意
味
で
日
本
よ
り
中
国

と
関
係
が
深
い
が
、
そ
の
朝
鮮
に
対
し
、
古
代
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た

舞
楽
を
積
極
的
に
提
示
す
る
こ
と
は
、
自
ら
が
正
統
的
な
古
代
中
国

の
礼
楽
や
燕
楽
の
継
承
者
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
に
他
な
ら
な
い
。

日
本
固
有
の
能
で
は
な
く
、
渡
来
芸
能
の
舞
楽
を
選
ん
だ
白
石
の
戦

略
は
、
一
種
の
文
化
外
交
の
意
味
合
い
も
帯
び
て
、
朝
鮮
に
対
抗
す
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る
、
す
ぐ
れ
て
政
治
的
な
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
　
二
、『
東
槎
録
』
に
つ
い
て

　
『
東
槎
録
』
と
は
、
朝
鮮
通
信
使
が
記
し
た
日
本
訪
問
の
記
録
で

あ
る
。
正
徳
度
は
、
正
使
・
趙
泰
億
、
副
使
・
任
守
幹
と
従
事
官
・

李
邦
彦
、
押
物
通
事
・
金
顕
門
が
書
い
た
も
の
な
ど
が
遺
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
任
守
幹
と
李
邦
彦
が
書
い
た
記
録
の
中
に
十
一
月
三
日

の
舞
楽
を
観
覧
し
た
記
述
が
あ
る
。『
東
槎
録
』
の
記
録
に
は
、
通

信
使
た
ち
が
観
察
し
た
こ
と
や
感
想
を
記
し
た
部
分
と
、
白
石
か
ら

入
手
し
た
情
報
の
部
分
が
混
在
し
て
い
る
。
個
々
の
楽
曲
に
つ
い
て

は
、「
源
璵
在
傍
、
書
示
楽
譜
之
義
」、
す
な
わ
ち
、
源
璵
（
新
井
君

美
＝
白
石
）
が
傍
ら
に
い
て
、
楽
曲
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
れ
た
、

と
あ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
坐
間
筆
語
』
の
記
述
と
比
較
し

な
が
ら
後
述
す
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
当
日
の
江
戸
城
白
書
院
南

庭
の
拵
え
の
記
述
を
紹
介
す
る
。

　

当
日
の
舞
台
に
つ
い
て
、『
東
槎
録
』
は
次
の
よ
う
に
書
き
留
め

て
い
る
。

百
官
列
坐
於
東
邊
四
六
殿
上
者
甚
衆
。
庭
設
舞
臺
方
可
三
間
。
朱

欄
金
飾
高
数
尺
、
南
北
設
板
梯
。
下
圍
緑
錦
張
列
垂
流
鮮
。
上
鋪

漆
板
、
設
錦
重
茵
。

傍
有
両
大
皷
、
径
幾
五
六
尺
、
懸
架
軆
圓
上
光
状
。
如
火
焔
四
面

刻
以
龍
鳳
雲
気
、
塗
以
金
銀
。
上
卓
高
竿
。
一
坐
懸
金
鏡
環
挿
金

箭
十
餘
筒
。
一
坐
懸
銀
鏡
挿
銀
箭
。
間
設
、小
鼓
金
鉦
架
軆
畧
同
。

後
構
両
所
板
屋
。
彩
帳
鮮
麗
。
坐
伶
人
於
其
中
。
服
飾
華
侈
燁
如

爛
霞
。
後
裾
甚
長
曳
地
者
数
尺
。

（
抄
訳
）

日
本
側
の
役
人
は
庭
の
東
側
に
座
し
て
い
た
。
建
物
の
中
は
甚
だ

混
雑
し
て
い
た
。
庭
に
は
三
間
四
方
の
舞
台
が
設
け
ら
れ
、
朱
塗

り
の
高
欄
に
金
の
飾
り
が
あ
り
、
高
さ
は
数
尺
で
、
南
北
に
木
の

階
段
が
つ
い
て
い
た
。
舞
台
の
下
囲
い
に
緑
錦
を
張
り
、流
鮮（
飾

り
ふ
さ
）
を
垂
ら
し
て
あ
る
。
舞
台
上
に
は
漆
の
板
を
敷
き
、
錦

を
重
ね
て
敷
い
て
い
る
。

傍
に
二
つ
の
太
鼓
が
あ
り
、
直
径
は
五
六
尺
ほ
ど
で
架
に
懸
け
ら

れ
て
い
て
、
丸
い
本
体
の
表
面
は
光
状
だ
っ
た
。（
太
鼓
を
囲
む
）

火
焔
の
よ
う
な
（
飾
り
の
）
四
面
に
は
龍
と
鳳
と
雲
が
刻
ま
れ
て

い
て
、
金
銀
が
塗
っ
て
あ
る
。
そ
の
上
に
高
い
竿
が
あ
り
、
一
坐
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に
は
金
鏡
を
懸
け
、
ま
わ
り
に
金
箭
十
餘
本
が
挿
し
て
あ
る
。
一

坐
に
は
銀
鏡
を
懸
け
銀
箭
が
挿
し
て
あ
る
。
間
に
は
小
鼓
、
金
鉦

を
置
い
た
が
、
そ
の
様
子
は
（
太
鼓
と
）
同
じ
な
の
で
略
す
。
後

ろ
に
は
二
箇
所
に
板
屋
（
楽
屋
）
を
構
え
た
。
張
っ
て
あ
る
幕
は

鮮
や
か
で
麗
し
い
。
そ
の
中
に
伶
人
が
坐
し
た
。（
伶
人
の
）
服

飾
は
華
侈
燁
で
爛
霞
の
如
く
で
あ
る
。
後
の
裾
は
甚
だ
長
く
、
地

面
を
引
き
ず
る
こ
と
数
尺
で
あ
る
。

　

右
の
記
述
か
ら
、
舞
台
の
南
側
に
左
右
の
鼂
太
鼓
と
大
鉦
鼓
が
据

え
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
ろ
に
左
右
の
楽
屋
が
建
て
ら
れ
、
楽
人
が

そ
の
中
で
演
奏
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
楽
人
た
ち
の
服
装
は

さ
ま
ざ
ま
な
刺
繍
が
施
さ
れ
た
色
彩
豊
か
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
も
「
華
侈
燁
如
爛
霞
」
と
形
容
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
般

的
に
、
楽
人
の
装
束
も
舞
人
の
装
束
も
後
ろ
の
裾
を
長
く
引
き
ず
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
「
後
裾
甚
長
曳
」
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
の

装
束
は
、
今
日
、
一
般
に
「
管
方
装
束
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
実

態
と
し
て
は
前
掲
『
儀
注
』
⑶
正
徳
元
卯
六
月
廿
八
日
条
に
書
か
れ

て
い
る
通
り
、
襲
装
束
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。

　

や
や
時
代
が
下
が
る
が
、
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
の
徳
川
家
康

百
五
十
回
忌
の
時
に
江
戸
城
白
書
院
南
庭
で
催
さ
れ
た
舞
楽
と
推
定

さ
れ
る
絵
四
七
が
あ
る
の
で
、
参
考
ま
で
に
示
す
（
図
四
）。

 

　
五
　
三
、
舞
楽
に
関
す
る
問
答

　

次
に
、
当
日
演
奏
さ
れ
た
個
々
の
舞
楽
曲
に
関
す
る
問
答
を
『
東

槎
録
』
と
『
坐
間
筆
語
』
で
見
て
み
よ
う
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
舞

楽
に
直
接
的
に
関
係
す
る
問
答
と
、
脇
道
に
逸
れ
、
舞
楽
と
関
係
の

な
い
内
容
の
問
答
の
両
方
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
条
の
発
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言
者
の
名
前
が
細
か
く
注
記
さ
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
、
次
の
よ
う
な

人
々
が
発
言
し
た
。

　

新
井
君
美
（
白
石
）

　

正
使　

吏
曹
参
議　

趙
泰
億　

號
平
泉

　

副
使　

司
僕
寺
正　

任
守
幹　

號
青
坪

　

従
事
官
兵
曹
正
郎　

李
邦
彦　

號
南
岡　

　

同
知　

首
譯
嘉
善　

崔
尚
集
四
八 

　

表
六
は
、
両
資
料
の
内
容
を
比
較
し
て
近
い
部
分
が
横
に
な
る
よ

う
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。『
東
槎
録
』
の
方
は
通
信
使
た
ち
が
観

察
し
た
こ
と
や
感
想
を
「
当
日
の
観
察
」
欄
に
記
し
、
白
石
か
ら
の

情
報
と
思
わ
れ
る
部
分
と
分
け
た
。『
坐
間
筆
語
』の
方
は
、『
東
槎
録
』

に
見
え
る
内
容
と
そ
れ
以
外
の
部
分
に
分
け
た
。
以
下
、
各
曲
の
内

容
に
つ
い
て
、『
東
槎
録
』
の
白
石
か
ら
の
情
報
と
思
わ
れ
る
部
分

と
『
坐
間
筆
語
』
の
内
容
（
表
六
で
太
字
枠
で
囲
ん
だ
部
分
）
を
中

心
に
比
較
、
検
討
し
て
み
よ
う
。

振
鉾

　
『
東
槎
録
』
の
「
此
是
開
闢
天
皇
形
容
功
徳
之
楽
」「
一
名
堰
武
楽
」

「
凢
諸
曲
必
先
奏
此
舞
」
は
そ
れ
ぞ
れ
『
坐
間
筆
語
』
の
「
開
國
之

日
天
祖
象
功
楽
舞
」「
振
鉾
讀
如
偃
武
」「
凢
陳
楽
必
奏
此
曲
」
と
い

う
部
分
に
対
応
し
、
白
石
の
説
明
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
書
き
留
め
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、『
坐
間
筆
語
』
に
は
、
こ
の
舞
に
関
し
て
、
正
使
・
趙
泰

億
が
「
渢
渢
乎
其
治
世
之
音
也
」（
渢
四〻
九
と
し
て
い
て
、
治
世
の

音
で
あ
る
）
と
感
想
を
漏
ら
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

会
話
は
「
祀
享
之
楽
」
す
な
わ
ち
祭
祀
の
音
楽
に
及
び
、白
石
が
「
祭

祀
の
楽
と
し
て
は
神
楽
が
あ
り
、
日
本
の
も
の
は
催
馬
楽 

五
〇
と
い

う
」
と
返
答
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、『
東
槎
録
』
の
〈
振
鉾
〉
の
項
に
見
え
る
「
楽
器
則
、
笙
、

笛
、觱
篥
、腰
皷
。
而
、笙
聲
最
済
亮
」
と
い
う
説
明
は
不
審
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、〈
振
鉾
〉
に
は
笙
、
篳
篥
は
用
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
は
当
日
の
唐
楽
の
楽
器
全
般
の
感
想
を
書

い
た
も
の
が
混
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、「
着
紅
綉
衣
、

鳳
翅
冠
者
六
人
、
各
自
持
金
矛
以
進
、
揮
寉
盤
。
舞
節
奏
雍
容
。
分

三
次
逓
進
、
眼
色
各
殊
。」
と
い
う
記
述
も
解
釈
が
難
し
い
。
な
ぜ

な
ら
、
左
右
の
一
﨟
が
一
人
ず
つ
、
計
二
名
で
舞
わ
れ
る
〈
振
鉾
〉

の
形
態
と
合
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。〈
振
鉾
〉
は
通
常
三
節
に
分

か
れ
、
第
一
節
で
左
方
の
一
﨟
が
、
第
二
節
で
右
方
の
一
﨟
が
、
第

三
節
で
左
右
の
一
﨟
が
一
緒
に
舞
う
。
右
の
う
ち
〈
振
鉾
〉
の
様
態



表六　舞楽に関する問答
備考1　句読点恣意。返点は省略。

備考2  美＝新井白石、趙＝趙泰億、任＝任守幹、李＝李邦彦、崔＝崔尚集（正しくは山へんに集）

当日の観察 白石からの情報 東槎録に対応する箇所 左以外の部分

舞

台

百官列坐於東邊殿上者甚衆。庭設舞

臺方可三間。朱欄金飾高数尺、南北

設板梯。下圍緑錦張列垂流鮮。上鋪

漆板、設錦重茵。

鼂

太

鼓

傍有両大皷、径幾五六尺、懸架軆圓

上光状。如火焔四面刻以龍鳳雲気、

塗以金銀。上卓高竿。一坐懸金鏡環

挿金箭十餘筒。一坐懸銀鏡挿銀箭。

間設、小鼓金鉦架軆畧同。後構両所

板屋。彩帳鮮麗。坐伶人於其中。服

飾華侈燁如爛霞。後裾甚長曳地者数

尺。

振

鉾

始呈振鉾三節。楽器則、笙、笛、觱

篥、腰皷。而、笙聲最済亮。着紅綉

衣、鳳翅冠者六人、各自持金矛以

進、揮寉盤。舞節奏雍容。分三次逓

進、眼色各殊。

源璵在傍、書示

楽譜之義。此是

開闢天皇形容功

徳之楽。一名堰

武楽。凢諸曲必

先奏此舞云。

東方開國之日、天祖象功

楽舞。凢陳楽必先奏此

曲。振鉾讀如偃武、或曰

周大武舞。［美］

渢渢乎其治世之音也。又有祀享之楽耶。

［趙］

祀享則有神楽。国風則有催馬楽。［美］

振鉾者似偃武。音節擁容、可観想必用於

祀享。［李］

三

臺

塩

次奏三〻臺塩。鳳冠紅衣者六人、分

行而舞。

即、古楽府、昔

〻塩之類云。

疎勒鹽曲之一也。隋唐以

備燕楽者也。［美］

何其不取韶頀、而雑用外国之音耶。

［趙］

故曰燕楽。［美］

何不用古楽懸耶。［趙］

唐宋楽懸可考而巳。所謂、龍鳳鼓等制、

即此也。其制詳見于文献通考等。［美］

通考雖古書、何如六経。［趙］

此又所以備燕楽也。［美］

舞人傅粉耶。［崔］

男子何用施粉為。［美］

美哉。其面絶白。大抵是邦人物清而麗。

［崔］

長

保

楽

次奏長保楽。鳳冠緑衣者六人来舞。 此則高麗楽部云。即是高麗部楽。［美］ 貴邦猶有此舞耶。［美］

勝國之音、今則亡矣。［趙］

我朝有我朝并他邦之楽。逢貴國之人、則

奏貴國之人、以翫之。逢唐山之人、則奏

唐朝之楽以慰。［任］

央

宮

楽

次奏央宮楽。着巻角帽。〻上箸花鬂

邊挿貂披。紫衣者四人。舞節小、欠

雍容。音楽亦似焦殺。

即本國楽云。 本朝楽舞。［美］ 大抵頗有古雅之調、可貴可貴。［趙］

仁

和

楽

次奏仁和楽。青衣四人。舞節舒緩、

音調和平。

亦高麗楽云。箸

花挿貂。

又是高麗楽舞。［美］

挿冠者何。［趙］

貂。［美］

伶官何亦挿侍中之貂。［趙］

是楽出自貴邦、諸賢可知其説而巳。我何

知之敢問。［美］

太

平

楽

次奏太平楽。舞者四人。着金盔、金

甲、腰束獣面帯。背負銀魚弓袋、金

箭壷。佩長劔、持金矛。分行舞。矛

者再舞、劔者一。

一名小破陣楽。

唐明皇所作云。

一名小破陣楽。即是唐明

皇所作。［美］

嘗聞、貴國人士善撃刀術、幸為俺等啓請

得観如何。［任］

本邦之俗卒伍以上皆腰雙刀。戎事則又佩

一刀。長短大小各適其用。若農商亦無不

佩一刀者、身巳佩之不堪運用。亦何為又

有抜刀之術、其法神機出入變動不測。雙

手纔及刀頭。電撃風飛灑血、吐霧、鋒刀

如未始出乎室者、而跬歩之間、有人既喪

其元駢肩而坐焉。是等小技人人能之諸賢

欲、試観之。則請宗馬州可也。何必啓

請。［美］

貴国黄倡剣戯亦如何。［美］

鶏林児黄倡年十四、学劔報父讐。至今有

楽府鶏林人最善是舞。可観。［趙］

妓女輩亦能之。擲雙剣於空中、能以一手

接之。［趙］

皇京、大坂、亦有此楽耶。［任］

天朝楽官、世守其職。大坂及南都、是舊

京之地、各有楽戸。皆是歴世千有餘年。

而不墜厥業者也。［美］

東槎録 坐間筆語

朝鮮側資料 日本側資料
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古

鳥

蘇

次奏古鳥蘇。花冠雑綵衣曳緑裾。佩

劔、背後挿笏者四人来舞。両人先退

取払以来状如縄鞭。両人受以舞之。

即高麗部云。 是亦高麗部舞。［美］

所採何物。［趙］

蓋是古拂子。吾嘗得見

天朝禮器圖。其中有拂子

圖。即、如舞人所採者、

南京又有三秘庫。庫中所

蔵皆是　聖武天皇内府之

物。有一麈尾。其制與舞

人所採亦異。［美］

世傳庫中、又有晁卿遺書。云当時實是唐

開元全盛之日。則、知庫中諸寶器多是唐

代物也。［美］

王維李白之詩、是存耶。［任］

不侫去歳一過南京、及見三大舊庫。巍然

猶存。但、恨、未得見其所蔵者、不知、

王李之詩、亦如何。［美］

金生真跡猶存否。［李］

多有印蹟親筆亦或有之。［美］

甘

州

次奏甘州。紅衣者四人。右袒内着白

錦繍衣。着帽挿貂而舞。

（対応箇所なし） （対応箇所なし） 即是、天寶楽曲。［美］

詞章可得見歟。［趙］

唐詩中、有甘州詞、即此。［美］

林

歌

次奏林歌。浅緑衣、繍以黄白鼠。曳

花裾、着鳳冠者四人。

亦高麗部云。 亦是高麗楽。［美］（写

本にはこの他「或作臨

河」の記述あり）

舞人所載、李白詩云、金華折風帽之類

乎。［美］

金華折風帽、即我国新冠者所著、金色草

笠也。此則工人所著花冠之類。士大夫不

著之。［趙］

陵

王

次奏陵王。舞者只一人。着紅甲彩繍

散、垂紅錦絲為縁飾。執匕、長可七

八寸。踊躍進退作撃刺之勢。

即、北齋蘭陵王

高長恭破陣楽

也。長恭貌甚

美、不能威敵、

帯銅面、陥陣。

萬人辟易。金墉

之捷威名大振。

斎人作此曲。流

伝至此。而、銅

面極誮恠雙角白

鬂。即五六百年

前物云。

齋人象、蘭陵王長恭破周

師、於金墉城下者。即蘭

陵王入陣曲。［美］

其仮面亦数百年之物也。

［美］

所採何物［趙］

籥。［美］

高齋之楽、何以伝播於　貴邦耶。［任］

天朝通問於隋唐之日、所伝来也。［美］

是等楽譜、雖非三代之音、隋唐以後音楽

獨傳天下不傳之曲。誠可貴也。［趙］

天朝與天為始　天宗與天不墜　天皇即是

真天子。非若西土暦朝以人継天、易姓代

立者、是故禮楽典章、萬世一制。若彼三

代禮楽、亦有其足徴者、何其隋唐以後之

謂哉。［美］

有禮如此、有楽如此。乃不一変至華耶。

［趙］

手之舞足之踏、無不中於其節者、最妙。

［崔］

奏是曲者、其先高麗人、因以狛為姓。於

其聲楽當代第一。［美］

納

曽

利

次奏納蘇利。舞者両人。帯青木假

面、雙牙甚長、露晴呀口。青甲彩繍

縁以青錦絲。執籥而舞。

此亦高麗楽。凡

為高麗楽者、或

有高麗人子孫

云。

高麗部楽［美］

（上記〈陵王〉の欄に

「奏是曲者、其先高麗

人、因以狛為姓。於其聲

楽當代第一。［美］」）

不侫輩叨此盛事、己極感荷。況與白石周

旋。此豈小寅縁耶。尤幸吾輩別後幸勿忘

之。［趙］

衛風有之。云終不可諠兮。何敢不拜嘉。

［美］

長

慶

子

既罷以長慶子

曲、奏而終之。

此則無舞曲。
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と
一
致
す
る
記
述
は
、「
分
三
次
逓
進
」
だ

け
で
あ
る
。「
着
紅
綉
衣
、
鳳
翅
冠
者
六
人
、

各
自
持
金
矛
以
進
、
揮
寉
盤
」
す
な
わ
ち
、

「
赤
い
、
刺
繍
を
施
し
た
袍
を
着
て
鳥
兜
を

被
っ
た
六
人
」
は
、
次
の
〈
三
臺
塩
〉
の

舞
人
の
容
態
と
一
致
す
る
が
、「
各
自
矛
を

持
っ
て
進
み
、
鳥
の
翼
の
形
を
し
た
盤
（
正

し
く
は
幡
も
し
く
は
旛
カ
五
一
）を
振
る
」は
、

む
し
ろ
〈
振
鉾
〉
の
特
徴
に
一
致
す
る
。

三
臺
塩

　
〈
三
臺
塩
〉
で
『
東
槎
録
』
と
『
坐
間
筆

語
』
で
記
述
が
対
応
す
る
の
は
、前
者
の
「
昔

〻
塩
之
類
云
」
と
後
者
の
「
鹽
曲
之
一
」
だ

け
で
あ
る
。
白
石
の
説
明
に
は
疎
勒
の
音
楽

の
一
つ
で
、
隋
唐
時
代
に
中
国
の
燕
楽
に
組

み
入
れ
ら
れ
た
、
と
い
う
説
明
が
あ
る
が
、

『
東
槎
録
』
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
疎
勒

と
は
中
国
の
西
域
に
あ
っ
た
国
の
一
つ
で
、

疎
勒
楽
は
隋
唐
時
代
に
中
国
の
宮
廷
音
楽
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の
一
つ
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
五
二
。『
坐
間
筆
語
』
で
は
、
西
域
の
辺

境
の
国
の
音
楽
を
中
国
の
宮
廷
が
取
り
入
れ
た
こ
と
に
関
す
る
趙
の

「
何
其
不
取
韶
頀
、
而
雑
用
外
国
之
音
耶
（
な
ぜ
「
韶
頀
」五
三
を
使

わ
ず
に
外
国
の
音
を
用
い
る
の
か
）と
い
う
質
問
を
掲
載
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
白
石
は
「
燕
楽
」
だ
か
ら
だ
、
と
回
答
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
は
、
恐
ら
く
、
儒
教
の
祭
祀
楽
で
は
な
く
宮
廷
の
宴
礼
の

「
燕
楽
」
で
あ
る
か
ら
外
国
の
楽
を
採
用
し
た
の
だ
、
と
い
う
趣
旨

と
思
わ
れ
る
。

　

続
い
て
趙
は
「
何
不
用
古
楽
懸
耶
（
ど
う
し
て
古
い
「
楽
懸
」
を

用
い
な
い
の
か
）」
と
質
問
し
て
い
る
。「
楽
懸
」
と
は
、「
堂
下
楽
懸
」

と
も
言
い
、
堂
下
で
立
奏
さ
れ
る
、
編
磬
な
ど
多
種
類
の
楽
器
を
含

む
儒
教
の
祭
礼
楽
で
、
韓
国
で
は
現
在
ま
で
伝
承
し
て
い
る
。
こ
の

質
問
を
、
眼
下
で
上
演
さ
れ
て
い
る
日
本
の
舞
楽
に
関
す
る
質
問
と

解
釈
す
る
と
、
日
本
で
は
ど
う
し
て
古
い
「
楽
懸
」
を
用
い
な
い
の

か
、
と
尋
ね
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
白
石
は
答
え

を
や
や
は
ぐ
ら
か
し
、「
唐
宋
楽
懸
可
考
而
巳
。
所
謂
、
龍
鳳
鼓
等

則
即
此
。
其
制
詳
見
于
文
献
通
考
等
」
と
答
え
た
。「
唐
や
宋
の
楽

懸
を
考
証
す
る
と
、（
舞
楽
で
用
い
る
）
い
わ
ゆ
る
龍
や
鳳
の
鼓
（
左

右
の
鼂
太
鼓
の
こ
と
か
）
が
楽
懸
の
制
に
則
っ
て
い
る
。
そ
の
制
度

は
『
文
献
通
考
』
等
に
詳
し
く
見
え
る
」
と
解
釈
で
き
よ
う
か
。
つ

ま
り
、
儒
教
の
祭
礼
楽
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
燕
楽
で
あ
る
日
本

の
舞
楽
も
左
右
の
鼂
太
鼓
な
ど
を
見
る
と
、
充
分
に
楽
懸
の
伝
統
を

引
き
継
い
で
い
る
、
と
主
張
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

長
保
楽

　
〈
長
保
楽
〉
に
つ
い
て
は
、『
東
槎
録
』
も
『
坐
間
筆
語
』
も
ほ
と

ん
ど
高
麗
楽
の
舞
で
あ
る
こ
と
し
か
記
し
て
い
な
い
。
問
答
の
中
に

あ
る
、
白
石
の
「
貴
方
の
国
に
は
こ
の
曲
は
あ
る
の
か
」
と
い
う
質

問
に
対
し
、今
度
は
趙
が
は
ぐ
ら
か
し
「
勝
國
之
音
、今
則
込
矣
（
勝

國
の
響
き
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
）」
と
か
わ
し
て
い
る
。　

　
央
宮
楽

　
〈
央
宮
楽
〉
に
つ
い
て
は
、
白
石
は
日
本
で
作
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
以
外
は
説
明
し
て
い
な
い
。
興
味
深
い
の
は
、
正
使
・
趙
は
こ
の

舞
に
対
す
る
感
想
と
し
て
、「
す
こ
ぶ
る
古
雅
で
、
貴
ぶ
べ
き
だ
」

と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、『
東
槎
録
』（
副
使
／
従
事
官
執
筆
）
で

は
「
舞
は
雍
容
さ
を
欠
き
、
音
楽
も
せ
せ
こ
ま
し
い
（
舞
節
小
、
欠

雍
容
。
音
楽
亦
似
焦
殺
）」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

仁
和
楽
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〈
仁
和
楽
〉
に
つ
い
て
は
、
白
石
が
高
麗
楽
で
あ
る
と
説
明
し
た

あ
と
、
冠
に
つ
け
る
貂
の
飾
り
に
つ
い
て
問
答
が
あ
り
、『
東
槎
録
』

も
こ
の
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
る
。

太
平
楽

　

こ
の
曲
に
つ
い
て
、
白
石
は
ま
ず
「
一
名
小
破
陣
楽
。
即
是
唐
明

皇
所
作
」と
説
明
し
て
い
る
。〈
太
平
楽
〉は
今
次
の
通
信
使
接
待
で
、

白
石
が
最
も
重
要
視
し
て
い
た
演
目
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、ま
ず
、

舞
の
由
来
が
中
国
の
「
唐
明
皇
所
作
」
で
あ
り
、
舞
の
様
態
も
「
武

の
舞
」
で
甲
冑
、
兜
、
篭
手
、
太
刀
、
胡
簶
な
ど
武
人
の
重
装
備
を

し
、
途
中
で
太
刀
を
抜
い
て
舞
う
部
分
も
あ
る
勇
壮
で
見
栄
え
が
す

る
舞
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
辻
近
家
に
宝
永
八
年

四
月
に
将
軍
家
か
ら
〈
太
平
楽
〉
と
〈
秦
王
破
陣
楽
〉
に
関
す
る
質

問
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
幕
府
側
が
早
く
か
ら
こ
の
曲
に
注
目
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
東
槎
録
』
で
も
、
装
束
に
つ
い
て
細
か

に
書
き
留
め
て
い
る
ほ
か
、「
小
破
陣
楽
」
と
い
う
別
名
と
唐
の
明

皇
（
玄
宗
の
別
称
）
の
作
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

『
坐
間
筆
語
』
に
見
え
る
よ
う
に
、
当
日
の
三
使
と
の
会
話
は
、
日

本
の
剣
術
と
朝
鮮
の
剣
舞
の
黄
昌
剣
戯
の
話
題
に
逸
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

古
鳥
蘇

　
〈
古
鳥
蘇
〉
に
つ
い
て
は
、
高
麗
楽
の
舞
で
あ
る
こ
と
を
白
石
が

説
明
す
る
と
、
正
使
・
趙
が
、
舞
人
の
持
ち
物
に
注
目
し
、
質
問
し

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
白
石
は
、
仏
教
な
ど
で
用
い
る
「
払ほ

っ
す子
」
の

よ
う
な
も
の
五
四
で
あ
る
と
説
明
し
、『
天
朝
礼
記
図
』
と
い
う
文
献

に
見
え
る
こ
と
、
奈
良
の
正
倉
院
の
聖
武
天
皇
の
遺
品
の
中
に
も
似

た
も
の
が
あ
る
が
、
舞
人
の
持
つ
も
の
と
は
形
が
異
な
る
と
説
明
し

て
い
る
。『
東
槎
録
』
で
は
「
如
縄
鞭
」
と
形
容
し
て
い
る
。
話
が

正
倉
院
に
及
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
唐
時
代
の
王
維
、
李
白
、
金
生
、
晁

卿
五
五
ら
の
遺
品
が
正
倉
院
に
現
存
す
る
か
に
話
題
が
移
っ
て
い
る
。

甘
州

　
『
東
槎
録
』
に
は
、
装
束
や
人
数
な
ど
に
関
す
る
観
察
が
記
さ
れ

て
い
る
だ
け
だ
が
、『
坐
間
筆
語
』
に
よ
る
と
、中
国
の
天
宝
（
七
四
二

〜
七
五
六
）
年
間
の
作
で
あ
る
こ
と
、
唐
詩
の
中
に
「
甘
州
」
と
い

う
こ
と
ば
が
見
え
る
こ
と
が
白
石
か
ら
説
明
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。

林
歌
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こ
の
曲
も
高
麗
楽
の
曲
で
あ
る
こ
と
が
白
石
か
ら
説
明
さ
れ
、『
東

槎
録
』
で
も
書
き
留
め
て
い
る
。「
臨
河
」五
六
と
も
書
く
こ
と
に
つ

い
て
は
『
東
槎
録
』
に
は
見
え
な
い
。『
坐
間
筆
語
』
に
よ
れ
ば
、

そ
の
あ
と
の
会
話
で
は
、〈
林
歌
〉
の
舞
人
が
被
る
「
金
花
折
風
帽
」

が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

陵
王

　
〈
陵
王
〉
も
ま
た
〈
太
平
楽
〉
と
並
ん
で
、
早
く
か
ら
饗
応
舞
楽

の
候
補
に
な
っ
て
い
た
楽
曲
で
あ
る
。
こ
の
舞
楽
も
ま
た
中
国
由
来

の
故
事
が
あ
り
、装
束
、面
も
た
い
へ
ん
豪
華
で
あ
る
。こ
の
演
目
が
、

齋
の
人
の
作
で
あ
る
こ
と
、
蘭
陵
王
長
恭
が
金
墉
城
下
で
周
師
を
破

っ
た
こ
と
を
描
く
「
破
陣
楽
（
入
陣
楽
）」
で
あ
る
こ
と
、
当
日
使

用
さ
れ
た
面
は
数
百
年
を
経
た
古
面
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
白
石
か
ら

説
明
さ
れ
、『
東
槎
録
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、『
東
槎
録
』

に
は
記
さ
れ
ず
、『
坐
間
筆
語
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
、

当
日
の
問
答
で
、
白
石
が
〈
陵
王
〉
の
舞
人
が
持
つ
桴
を
籥
五
七
と

説
明
し
て
い
る
こ
と
、〈
陵
王
〉
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
時
期
に
つ
い

て
「
天
朝
通
問
於
隋
唐
之
日
、
所
伝
来
（
我
が
朝
が
隋
唐
に
使
者
を

送
っ
て
い
た
時
に
伝
来
し
た
）」
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
に

対
し
、
正
使
・
趙
が
、「
夏
殷
周
三
代
の
音
楽
ほ
ど
古
く
は
な
い
と

言
っ
て
も
、
隋
唐
以
後
の
音
楽
で
他
に
は
伝
わ
ら
な
い
も
の
を
こ
こ

だ
け
で
伝
え
て
い
る
の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
」
と
発
言
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
趙
の
発
言
の
あ
と
、
さ
ら
に
白
石
は
、
天
皇
は
、

西
土
暦
朝
と
異
な
り
、
同
じ
家
系
が
続
き
、
礼
楽
や
儀
式
も
万
世
一

制
で
あ
る
か
ら
、
真
の
天
子
な
の
で
あ
る
、
と
日
本
の
皇
統
の
継
続

性
を
強
調
し
て
い
る
。ま
た
逆
に
、『
坐
間
筆
語
』に
は
見
ら
れ
ず
、『
東

槎
録
』
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
、
蘭
陵
王
長
恭
が
美

男
子
で
敵
を
威
嚇
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
仮
面
を
着
け
て
戦
い
に

臨
ん
で
敵
を
撃
退
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
『
狛
氏
新
録
』
に
は
見
ら
れ
、
白
石
に

も
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、『
坐
間
筆
語
』
で
は
省
略

さ
れ
て
い
る
が
、
通
信
使
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、〈
陵
王
〉
の
項
の
末
尾
に
、「
こ
の
曲
を
奏
す
る
者
の
先
祖

は
高
麗
の
人
で
あ
る
。
よ
っ
て
狛
と
い
う
姓
で
あ
る
」
と
い
う
、
楽

人
の
系
統
に
関
す
る
言
及
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、『
東
槎
録
』
で

は
高
麗
楽
の
〈
納
曽
利
〉
の
項
目
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

　
納
曽
利

　
『
坐
間
筆
語
』
に
よ
れ
ば
、
白
石
は
こ
の
舞
楽
に
つ
い
て
、
高
麗

楽
で
あ
る
こ
と
し
か
説
明
し
て
い
な
い
。『
東
槎
録
』
に
は
、
高
麗
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楽
で
あ
る
こ
と
と
、〈
陵
王
〉
の
項
で
説
明
さ
れ
た
、
高
麗
人
の
子

孫
が
楽
舞
に
携
わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
は
、
正
使
・
趙
か
ら
白
石
の
説
明
へ
の
礼
が
述
べ
ら
れ
て

お
り
、
詩
を
交
換
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

長
慶
子

　
〈
長
慶
子
〉は
舞
楽
の
催
し
の
最
後
に
演
奏
さ
れ
る
器
楽
曲
で
、『
東

槎
録
』
に
は
そ
の
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

六
、『
坐
間
筆
語
』『
狛
氏
新
録
』『
教
訓
抄
』
の
比
較

　

次
に
、
新
井
白
石
の
『
坐
間
筆
語
』
と
、
白
石
に
舞
楽
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
た
と
考
え
ら
れ
る
辻
近
家
の
『
狛
氏
新
録
』
中

の
「
舞
曲
家
記
」
の
内
容
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
す
で
に
述
べ
た
通

り
、
朝
鮮
側
に
示
さ
れ
る
べ
き
舞
楽
に
関
す
る
情
報
と
し
て
、
楽
曲

の
「
由
緒
正
し
い
由
来
」
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
七

は
『
坐
間
筆
語
』
と
『
狛
氏
新
録
』
か
ら
、
当
日
上
演
さ
れ
た
舞
楽

の
、
特
に
起
源
に
関
す
る
部
分
を
取
り
出
し
て
比
較
し
た
も
の
で
あ

る
。
表
七
に
は
さ
ら
に
、
辻
近
家
の
先
祖
の
狛
近
真
（
一
一
七
七
〜

一
二
四
二
）
の
『
教
訓
抄
』五
八
の
記
述
で
、『
狛
氏
新
録
』
に
対
応

す
る
部
分
を
抜
き
出
し
た
。

　

ま
ず
、概
要
を
記
す
な
ら
ば
、高
麗
楽
の
右
方
舞
楽
〈
長
保
楽
〉〈
仁

和
楽
〉〈
古
鳥
蘇
〉〈
林
歌
〉〈
納
曽
利
〉
に
つ
い
て
は
『
坐
間
筆
語
』

に
よ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
高
麗
楽
で
あ
る
こ
と
し
か
解
説
し
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。「
舞
曲
家
記
」
で
も
舞
人
の
数
、
装
束
の
種
類
の

み
の
解
説
で
、
由
来
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
『
教

訓
抄
』
を
見
る
と
、
高
麗
楽
の
楽
曲
解
説
は
、
音
楽
の
長
さ
や
演
じ

方
に
関
す
る
記
述
が
主
で
、
由
来
、
起
源
な
ど
に
関
す
る
情
報
が
見

当
た
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
高
麗
楽
曲
の
由
来
は
楽
人
の
間
で
も
ほ
ぼ

伝
承
が
な
く
、
近
家
も
白
石
に
示
し
よ
う
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
の

が
実
態
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
興
味
深
い
こ
と
に
、『
狛

氏
新
録
』
の
正
徳
三
年
の
奥
書
の
写
本
の
み
、
高
麗
楽
解
説
の
文
末

に
、
次
の
よ
う
な
か
な
り
長
い
補
遺
が
あ
る
。

　

右
高
麗
楽
三
十
六
曲
也
。

後
漢
陳
禅
云
、
右
楽
雖
為
蛮
夷
音
、
周
礼
尚
有
之
。
所
謂
四
夷
楽

　

也
。
下
春
所
渡
来
也
。

右
高
麗
曲
傳
来
不
分
明
。
雖
然
、舞
曲
之
内
、　

胡
徳
楽
、延
喜
楽
、

新
靺
鞨
、
八
仙
、
仁
和
楽
、　

胡
蝶
、
貴
徳
、
右
七
曲
、
考
出
之
間
、

記
之
。

會
要
曰
、百
済
、貞
観
中
、滅
二
國
。
蓋
、　

得
其
楽
。
至
天
后
時
、
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振

鉾

東方開國之日、天祖象功楽

舞。凢陳楽必先奏此曲。振

鉾讀如偃武、或曰周大武

舞。［美］

周武王朝至于商郊牧場、誓武王、左杖黄鉞、右

採白髦。以代帝付而定天下之時、先供祭地祇

也。

金婁子云、周武王朝至于商郊牧場、誓武王、左杖黄鉞、右

採白髦。以代帝付定天下之時、先供祭地祇也。

三

臺

塩

疎勒鹽曲之一也。隋唐以備

燕楽者也。［美］

則天皇后之作云々。又曰、宋太宗之大宴帝賜群

臣酒、以衆楽和之、飲之、作三臺。古記曰、三

月内宴日、帝王妃女儲君居于三䑓。以此舞曲始

会。故號三䑓鹽。

此曲、唐国物ナリ。酔卿日月曰、高宗ノ后則天皇后所造

也。（中略）此朝ヘハ犬上是成ガ渡シ侍ニヤ。

長

保

楽

即是高麗部楽。［美］ （人数、装束の記述のみなので省略） 又、長浦楽、又長宝楽、又泛野楽。此曲、長保之比作タ

リ。サマゝゝノ名アリ。サダメテヨシ侍ラム。

央

宮

楽

本朝楽舞。［美］ 仁明天皇之御宇、春宮舞御覧奉勅、林直倉作

之。

此曲、イツノ御時ニカ侍ケム、春宮始テ立給ケルニ、奉勅

林直倉作之。

仁

和

楽

又是高麗楽舞。［美］ 仁和帝御時、奉勅、貞雄作之。 此曲、仁和年中ニ奉勅、貞雄ト云ケル物ノ作之。

太

平

楽

一名小破陣楽。即是唐明皇

所作。［美］

項荘鴻門曲。元名武徳太平楽。又、武頌太平

楽。武徳舞者、高祖四年作之。以象天下楽巳盛

武、以降乱也。文帝受禅後、改武徳楽、曰武頌

楽。或云、公宴舞即内舞也。項荘剣舞項伯以袖

隔之。便不得害高帝。小破陣楽　唐明皇造。舞

者四人、金甲冑。蓋生於立部伎也。小破陣楽、

太平楽也。周随遺言也。

武将太平楽。會要曰、立部伎八部楽一、安楽、後周平斉所

作也。周代ニハ為之、城舞二太平楽、亦謂之、五方獅子

舞。

通典云、亦謂之、五方獅子舞。

或云、公魚（ママ）舞即内舞也。項荘剣舞、項伯以袖隔

之。便不得害高帝。

古

鳥

蘇

是亦高麗部舞。［美］ （人数、装束の記述のみなので省略） （起源に関する記述なし）

甘

州

即是、天寶楽曲。［美］

唐詩中、有甘州詞、即此。

［美］

又曰、天寶後、多以辺地名。泔州涼州是也。五

代史梁本記曰、唐玄宗名衍嘗遊青城山、自製甘

州曲、述其仙状。

是ハ唐玄宗皇帝ノ御作也。天宝後、多以辺地名曲。泔州、

涼州是ナリ。又有胡旋舞。而モ照千山ト云者。作之云。依

勅也。甘州ハ国名ナリ。（以下、竹と毒虫の話）

林

歌

亦是高麗楽。（或作臨

河。）［美］

（人数、装束の記述のみなので省略） （起源に関する記述なし）

陵

王

齋人象、蘭陵王長恭破周

師、於金墉城下者。即蘭陵

王入陣曲。［美］

蘭陵王長恭才武而貌美。常着假面、以対敵。嘗

撃周師、金墉城下、勇冠三軍。齋人壮之為此

舞。以效其指麾撃刺之容。謂之蘭陵王入陣曲。

羅陵王。此曲ノ由来ハ、通典ト申文ニ申タルハ、大国北斉

ニ蘭陵王長恭ト申ケル人、国シズメンガタメニ軍ニ出給フ

ニ、件王ナラビナキ才智武勇ニシテ形ウツクシクヲハシマ

シケレバ、軍ヲバセズシテ偏ニ将軍ヲミタテマツラムトノ

ミシケレバ、其様ヲ心得給テ、仮面ヲ着シテ後ニシテ、周

師金墉城下ニウツ。サテ世コゾリテ勇、三軍ニカブラシメ

テ此舞ヲ作。指麾撃刺ノカタチコレヲ習。コレヲモテアソ

ブニ、天下泰平国土ユタカ也。仍テ蘭陵王入陣曲ト云。

納

曽

利

高麗部楽［美］ （人数、装束の記述のみなので省略） （起源に関する記述なし）

表七　舞楽の起源に関する記述
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高
麗
楽
猶
廿
五
曲
。
貞
元
未
唯
能
習
一
曲
。

衣
服
亦
漸
失
其
大
風
也
矣
。
其
百
済
至
中
宗

時
、工
人
死
散
。
開
元
中
、岐
王
範
為
太
常
卿
、

復
奏
置
焉
。

又
曰
、
高
麗
百
済
楽
、
宗
朝
初
得
之
。
至　

後
魏
太
武
滅
北
、
茲
以
得
之
。
而
、
未
具　

周
武
滅
斎
威
振
。
海
外
二
國
、
各
献
其
楽
。

周
人
列
於
楽
部
、
謂
之
國
伎
。
隋
文
平
陳　

及
文
康
禮
倶
得
之
。

　

右　

舞
曲
参
校
家
傳
之
舊
記
、
粗
謹
注
畢
。

　
（
句
読
点
恣
意
）

　

唐
楽
に
比
べ
て
高
麗
楽
の
由
来
の
情
報
が

少
な
い
の
で
、
改
め
て
調
べ
て
、
補
遺
を
加

え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
容
と
し
て
は
、

〈
胡
徳
楽
〉
以
下
の
七
曲
に
つ
い
て
、
実
際
に

本
文
中
に
「
承
和
帝
御
時
、
依
勅
定
、
常
世
、

高
麗
曲
改
、元
横
笛
之
曲
也
」（
胡
徳
楽
）、「
或

書
曰
、
靺
鞨
号
田
人
名
也
。
出
北
土
靺
鞨
国

名
也
」（
新
靺
鞨
）
な
ど
の
よ
う
に
、
楽
曲
の
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由
来
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
右
の
文
末
補
遺
の
「
會
要
曰
」
以
下

の
部
分
は
、
中
国
に
伝
わ
り
、
伝
承
さ
れ
た
朝
鮮
半
島
の
音
楽
の
概

略
的
な
記
述
で
あ
る
。

　

次
に
、〈
振
鉾
〉
と
唐
楽
曲
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
全
般
的
に

言
え
る
こ
と
は
、『
狛
氏
新
録
』
の
情
報
を
抜
粋
し
て
、
白
石
が
通

信
使
に
説
明
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、〈
太

平
楽
〉
に
つ
い
て
、『
坐
間
筆
語
』
で
は
①
小
破
陣
楽
と
い
う
別
名
と
、

②
唐
明
皇
（
玄
宗
皇
帝
）
の
作
で
あ
る
こ
と
の
二
点
の
み
が
説
明
さ

れ
て
い
る
が
、『
狛
氏
新
録
』
で
は
、
そ
れ
以
外
に
、
項
荘
鴻
門
曲
、

武
徳
太
平
楽
、
武
頌
太
平
楽
な
ど
複
数
の
名
称
が
あ
る
こ
と
、
高
宗

四
年
に
作
ら
れ
た
こ
と
、
項
荘
剣
舞
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
立
武
伎
の
一

部
で
あ
る
こ
と
の
言
及
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
見
え
る
。
ま
た

〈
陵
王
〉
に
つ
い
て
は
、『
坐
間
筆
語
』
に
は
、
①
斉
で
作
ら
れ
た
こ

と
、
②
蘭
陵
王
長
恭
が
金
墉
城
下
で
周
師
を
破
っ
た
こ
と
、
③
別
名

「
蘭
陵
王
入
陣
曲
」と
も
い
う
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、『
狛

氏
新
録
』
で
は
加
え
て
、
蘭
陵
王
が
美
貌
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、『
教
訓
抄
』
で
は
、
美
貌
と

仮
面
を
着
け
る
こ
と
の
因
果
関
係
も
細
か
く
説
明
し
て
い
る
。ま
た
、

〈
甘
州
〉
に
つ
い
て
は
、『
坐
間
筆
語
』
で
は
、
①
唐
の
天
保
年
間
の

作
で
あ
る
こ
と
、
②
「
甘
州
」
の
名
が
唐
詩
に
見
え
る
こ
と
、
を
簡

潔
に
説
明
し
て
い
る
が
、『
狛
氏
新
録
』
で
は
、
さ
ら
に
、
玄
宗
皇

帝
の
作
で
あ
る
こ
と
、「
泔
州
」「
涼
州
」
な
ど
は
都
か
ら
離
れ
た
辺

境
の
地
名
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
舞
楽
の
当
日
は
、

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
筆
談
を
行
う
た
め
、
白
石
が
ご
く
限
ら
れ
た

情
報
を
選
択
し
て
朝
鮮
側
に
伝
え
た
こ
と
も
十
分
あ
り
う
る
。

　

と
こ
ろ
で
、白
石
が
説
明
し
た
情
報
は
、ほ
と
ん
ど
は『
狛
氏
新
録
』

に
見
え
る
が
、
一
部
、
別
の
情
報
源
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
例

え
ば
、〈
振
鉾
〉
で
、『
坐
間
筆
語
』
の
「
東
方
開
国
之
日
天
祖
象
功

楽
舞
」
に
直
接
的
に
対
応
す
る
表
現
が
『
狛
氏
新
録
』
に
は
見
え
な

い
こ
と
、〈
三
臺
塩
〉
に
関
し
て
、『
坐
間
筆
語
』
の
「
疎
勒
塩
曲
之

一
。
隋
唐
以
備
燕
楽
」
の
部
分
が
、
や
は
り
『
狛
氏
新
録
』
に
は
見

え
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
白
石
は
近
家
の
他
に
も
別
の
人
物
、
文

献
な
ど
の
情
報
源
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
五
九
。

お
わ
り
に
か
え
て

　

朝
鮮
通
信
使
が
来
朝
し
た
正
徳
元
年
を
挟
む
数
年
間
は
毎
年
の
よ

う
に
江
戸
で
舞
楽
が
行
わ
れ
、
江
戸
の
大
名
た
ち
も
舞
楽
に
親
し
む

機
会
が
多
か
っ
た
。
正
徳
度
の
朝
鮮
通
信
使
饗
応
に
舞
楽
を
選
ん
だ

新
井
白
石
の
意
図
は
、
し
か
し
、
単
に
美
し
く
雅
な
芸
能
を
外
国
人

に
見
せ
る
こ
と
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
選
曲
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
や
通
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信
使
と
の
対
話
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
、
朝
鮮
に
対
抗
し
て
、
日

本
も
中
国
の
正
統
的
な
儀
礼
音
楽
の
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す

る
、
極
め
て
政
治
的
な
意
図
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
し
て
、
由
緒
正
し
い
起
源
を
持
つ
適
切
な
楽
曲
を
選
ぶ
た
め

の
資
料
と
し
て
、
将
軍
家
や
幕
府
（
白
石
）
の
求
め
に
応
じ
て
著
さ

れ
た
の
が
辻
近
家
の
『
狛
氏
新
録
』
だ
っ
た
。
今
日
残
る
『
狛
氏
新

録
』
の
写
本
の
多
く
が
、
昌
平
坂
学
問
所
や
和
学
講
談
所
の
旧
蔵
本

で
あ
る
こ
と
も
（
表
二
参
照
）、
こ
の
文
献
が
も
っ
ぱ
ら
幕
府
関
係

者
の
間
で
珍
重
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
六
〇
。

　

家
宣
の
後
、
短
い
家
継
の
治
世
を
経
て
、
次
に
将
軍
に
な
っ
た

の
は
吉
宗
（
一
六
八
四
〜
一
七
五
一
）
で
あ
る
。
吉
宗
も
雅
楽
を

好
ん
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
子
・
田
安
宗
武
（
一
七
一
六
〜

一
七
七
一
）
は
雅
楽
や
琴
学
に
造
詣
が
深
く
、『
楽
曲
考
』
と
い
う

雅
楽
に
関
す
る
文
献
も
著
し
た
。『
楽
曲
考
』
は
一
九
二
九
年
、
羽

塚
啓
明
の
翻
刻
で
活
字
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
容
易
に
読
む
こ
と

が
で
き
る
。そ
の
冒
頭
の「
楽
曲
考
引
用
書
目
」の
中
に
、六
国
史
、『
中

右
記
』
等
貴
族
の
日
記
、『
南
宮
琵
琶
譜
』『
仁
智
要
録
』
な
ど
の
古

楽
譜
、『
教
訓
抄
』『
體
源
抄
』
な
ど
の
楽
書
、『
通
典
』『
文
献
通
考
』

な
ど
の
中
国
の
文
献
に
混
じ
っ
て
、『
辻
家
笙
譜
』
と
『
源
君
美
楽
説
』

が
見
え
る
の
は
興
味
深
い
。『
辻
家
笙
譜
』
は
恐
ら
く
、
辻
近
家
も

し
く
は
そ
の
子
孫
を
通
じ
て
将
軍
家
（
も
し
く
は
田
安
家
）
に
提
供

さ
れ
た
笙
の
楽
譜
、『
源
君
美
楽
説
』
は
新
井
白
石
が
遺
し
た
雅
楽

の
解
説
と
思
わ
れ
る
六
一
。
白
石
ら
六
二
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
雅
楽

の
由
緒
、
来
歴
へ
の
興
味
は
、
徳
川
吉
宗
と
そ
の
子
・
田
安
宗
武
の

時
代
に
引
き
継
が
れ
、
武
家
に
よ
る
雅
楽
の
実
践
や
研
究
の
進
展
に

大
い
に
寄
与
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

注一　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
「
禁
裏
を
中
心
と
し
た
旧
京
都

図
」（
成
立
年
代
不
明
、
地
図
番
号002813285

）
に
よ
れ
ば
、
仙
洞
御
所

の
東
の
一
画
、
正
親
町
邸
の
そ
ば
に
「
辻
伯
耆
」
と
「
辻
豊
前
」
の
名
が

見
え
る
。
こ
の
辺
は
、「
寺
町
通
広
小
路
百
万
遍
屋
敷
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

同
地
図
の
仙
洞
御
所
の
西
に
は
「
東
山
院
御
舊
地
」
と
あ
り
、
図
の
成
立

年
代
は
、
東
山
院
（
一
六
七
五
〜
一
七
一
〇
）
の
没
後
、
そ
う
遠
く
な
い

時
期
と
思
わ
れ
る
。
辻
家
が
幕
末
ま
で
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
こ
と
は
辻
家

の
『
楽
所
録
』
第
九
六
冊
「
春
日
祭
御
用
之
記
」
か
ら
も
わ
か
る
（
寺
内

　

二
〇
一
二
）。

二　
『
厳
有
院
殿
御
堂
供
養
日
録
』（
延
宝
九
年
四
月
に
行
わ
れ
た
徳
川
家
継

の
御
堂
完
成
の
供
養
記
録
）（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
一
五
三
／
一
七
八
）

https://w
w
w
.digital.archives.go.jp/im

g/700087

と
『
厳
有
院
殿

一
周
御
忌
日
録
』（
同
年
五
月
に
行
わ
れ
た
徳
川
家
継
の
一
周
忌
法
要
記
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録
）（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
一
五
三
／
一
七
八
、三
冊
目
）https://w

w
w
.

digital.archives.go.jp/im
g/700082

。

三　
『
四
天
王
寺
楽
人
林
家
楽
書
類
』（
京
都
大
学
図
書
館
蔵
）
第
四
四
冊
「
東

武
並
寺
社
舞
楽
之
記
」
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
四
月
十
八
、十
九
日
の

徳
川
家
康
百
回
忌
の
舞
楽
。

四　
『
地
下
家
伝
』
廿
一
「
近
衛
家
諸
大
夫　

進
藤
氏
」（
三
上
景
文
ほ
か
、

江
戸
時
代
末
）。

五　
『
基
煕
公
記
』
貞
享
二
年
二
月
三
日
条
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
明
治
期

写
本
参
照
。
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
デ
ジ
タ
ル
公
開
。

https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100249255/view
er　

六　
『
四
天
王
寺
楽
人
林
家
楽
書
類
』
第
一
九
冊
「
禁
裏
東
武
並
寺
社
舞
楽

之
記
第
二
冊
」
貞
享
二
年
一
月
十
七
日
「
舞
御
覧
」
の
記
録
に
よ
る
と
、

近
家
は
こ
の
日
、〈
振
鉾
〉〈
安
摩
〉〈
賀
殿
〉〈
太
平
楽
〉〈
陵
王
〉
の
舞

人
と
し
て
出
演
し
た
。

七　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
一
二
巻
「
前
車
の
覆
る
は
後
車
の
戒
め
」
の

項
（
小
学
館　

一
九
七
四
、一
三
七
頁
）。

八　

た
だ
し
、
近
雄
も
早
死
に
し
た
た
め
、
上
家
か
ら
来
た
辻
近
任

（
一
六
七
六
〜
一
七
五
七
）
が
近
雄
の
あ
と
を
継
い
だ
。

九　

前
掲
『
厳
有
院
殿
御
堂
供
養
日
録
』『
厳
有
院
殿
一
周
御
忌
日
録
』。

一
〇　

南
都
狛
姓
楽
家
東
友
弘
家
文
書
の
う
ち
「
中
堂
供
養
江
戸
下
向
道
中

江
戸
逗
留
日
記
」。

一
一　
『
厳
有
院
殿
廿
一
回
御
忌
日
記
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
一
五
三

／
一
七
八
、
第
五
冊
目
）https://w

w
w
.digital.archives.go.jp/

im
g/700086

。

一
二　
『
四
天
王
寺
楽
人
林
家
楽
書
類
』
第
二
一
冊
、
二
二
冊
、『
狛
氏
新
録
』

（
国
会
図
書
館
本
）
と
『
狛
近
寛
宿
祢
雑
記
』（
第
四
冊
）（
国
立
公
文
書

館
本
）。

一
三　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
閲
覧
可
。

第
一
冊　

https://w
w
w
.digital.archives.go.jp/im

g/3991743

第
二
冊　

https://w
w
w
.digital.archives.go.jp/im

g/3991744

第
三
冊　

https://w
w
w
.digital.archives.go.jp/im

g/3991745

第
四
冊　

https://w
w
w
.digital.archives.go.jp/im

g/3991746

一
四　

古
経
堂
＝
鵜
飼
徹
定
（
う
が
い
・
て
つ
じ
ょ
う
）。
国
文
学
研
究
資

料
館
「
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
参
照
。

　

http://base1.nijl.ac.jp/~collectors_seal/0007051.jpg

一
五　

翻
刻
の
も
と
と
な
っ
た
具
体
的
な
写
本
の
旧
蔵
者
、
来
歴
な
ど
は
不

明
。

一
六　

東
京
国
立
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
閲
覧
可　

https://
w
ebarchives.tnm

.jp/dlib/detail/2710

一
七　

公
家
の
正
親
町
家
の
分
か
れ
。

一
八　

早
稲
田
大
学
古
典
席
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
閲
覧
可　

https://
w
w
w
.w
ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/htm

l/chi11/chi11_04063/
index.htm

l

一
九　

公
家
の
鷹
司
家
の
諸
大
夫
の
種
田
家
か
。
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二
〇　

東
京
音
楽
学
校
で
も
教
え
た
国
文
学
者
・
高
野
辰
之
（
一
八
七
六
〜

一
九
四
七
）
の
蔵
書
印
。

二
一　

壱
越
一
八
曲
、
平
調
二
一
曲
、
雙
調
一
五
曲
、
黄
鐘
二
三
曲
、
盤
渉

一
三
曲
、
太
食
八
曲
を
掲
載
。

二
二　

壱
越
一
一
曲
、
平
調
六
曲
、
雙
調
一
曲
、
黄
鐘
四
曲
、
盤
渉
六
曲
、

太
食
八
曲
と
〈
一
鼓
〉〈
一
曲
〉。

二
三　

う
ち
〈
都
志
〉
な
ど
の
廃
絶
曲
を
一
三
曲
含
む
。

二
四　

中
国
の
元
の
時
代
、
一
三
一
七
年
に
馬
端
臨
が
完
成
さ
せ
た
中
国
の

歴
代
の
制
度
を
解
説
し
た
書
。

二
五　
『
四
天
王
寺
楽
人
林
家
楽
書
類
』
第
二
一
冊
か
ら
。

二
六　
『
狛
氏
新
録
』（
Ｆ
雑
録
の
部
分
に
収
録
）
と
『
基
煕
公
記
』
宝
永
七

年
十
月
廿
一
日
条
。
二
つ
の
行
事
の
間
に
、
綱
吉
の
三
回
忌
法
要
（
十
月

九
日
と
十
日
に
舞
楽
）
が
あ
っ
た
が
（『
徳
川
実
紀
』）、
配
役
の
詳
細
を

記
し
た
史
料
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

二
七　

辻
近
任
（
一
六
七
六
〜
一
七
五
七
）
も
と
上
高
煕
。
辻
近
家
の
養
子

と
な
り
、
近
家
の
長
男
・
近
雄
（
一
六
九
三
〜
一
七
二
一
）
死
去
の
後
に
、

近
雄
を
継
い
で
辻
本
家
を
継
い
だ
。

二
八　

活
字
本
と
し
て
は
『
新
井
白
石
全
集
』
第
四
に
収
録
（
国
書
刊
行
会

　

一
九
七
七
）。
写
本
は
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
公

開
。
公
開
画
面
の
件
名
は
「
朝
鮮
信
使
進
見
儀
注
」。
実
際
の
資
料
の
貼

外
題
は
「
朝
鮮
信
使
賜
饗
儀
注
」。
舞
楽
関
連
記
事
は
「
朝
鮮
信
使
進
見

儀
注
２
」
に
収
録
。
本
稿
の
翻
刻
は
写
本
に
基
づ
く
。（https://w

w
w
.

digital.archives.go.jp/im
g/4427857

）

二
九　

関
西
の
楽
人
の
う
ち
、
江
戸
に
下
向
し
、
江
戸
城
紅
葉
山
の
将
軍
廟
、

寛
永
寺
、
増
上
寺
、
東
照
宮
な
ど
で
雅
楽
の
演
奏
を
行
な
っ
た
者
。

三
〇　

左
舞
、
右
舞
、
渡
来
曲
、
本
朝
作
の
曲
な
ど
の
別
は
狛
近
真
撰
『
教

訓
抄
』（
一
二
三
三
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

三
一　

現
在
で
は
舞
は
失
わ
れ
て
い
る
が
『
楽
家
録
』
で
は
〈
萬
歳
楽
〉
な

ど
と
同
じ「
常
之
袍
」（
襲
装
束
の
袍
の
こ
と
）と
し
て
い
る（
巻
第
三
八「
舞

楽
装
束
」）。

三
二　

指
貫
と
は
、
足
首
の
と
こ
ろ
の
裾
を
紐
で
括
る
タ
イ
プ
の
袴
。

三
三　

鳥
兜
と
は
、横
か
ら
見
る
と
鳳
凰
の
よ
う
な
形
に
見
え
る
帽
子
（
兜
）。

頭
全
体
か
ら
肩
に
か
か
る
大
き
な
被
り
物
。

三
四　

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

https://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/2533120

三
五　

え
び
茶
の
よ
う
な
色
。

三
六　

薄
い
青
色
。

三
七　

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

https://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/2533120

三
八　

そ
れ
以
外
の
〈
太
平
楽
〉〈
林
歌
〉〈
陵
王
〉〈
納
曽
利
〉
は
そ
の
舞

に
固
有
の
「
別
装
束
」
を
着
用
す
る
。

三
九　

貂
の
尾
と
蝉
の
羽
を
用
い
た
冠
の
飾
り
。清
廉
高
潔
な
天
子
の
徳
を
象

徴
す
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
一
三
巻　

小
学
館
、
一
九
七
五
、五
一
六

〜
五
一
七
頁
）。
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四
〇　

縁
長
老
、集
長
老
は
、対
馬
に
置
か
れ
た
禅
院
・
以
酊
庵
の
中
の
役
職
。

以
酊
庵
に
は
京
都
五
山
の
僧
が
輪
番
で
派
遣
さ
れ
、
朝
鮮
と
の
外
交
事
務

に
当
た
っ
た
（
田
中　

一
九
九
六
）。

四
一　

宝
永
七
年
十
一
月
の
琉
球
使
節
の
江
戸
上
り
（『
徳
川
実
紀
』）。

四
二　

た
と
え
ば
、神
戸
市
立
博
物
館
蔵「
朝
鮮
通
信
使
来
朝
図
」（
一
七
四
八

頃
）
な
ど
。

　

https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/376954

四
三　

国
立
公
文
書
館
蔵
（
写
本
、
六
八
／
七
）。
外
題
は
「
観
楽
筆
談
」。

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴhttps://w

w
w
.digital.archives.

go.jp/im
g/1271584

四
四　

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
閲
覧
可　

https://w
w
w
.

digital.archives.go.jp/im
g/3144593

四
五　
『
坐
間
筆
語
』
の
本
文
の
直
前
に
、「
正
徳
二
年
朝
鮮
来
聘
使
者
至

江
戸
本
年
十
一
月
賜
燕
楽
白
石
君
美
在
坐
與
使
人
筆
語
」（
返
点
は
省
略

し
て
引
用
）
の
一
文
が
あ
る
が
、「
正
徳
二
年
」
は
「
正
徳
元
年
」
の
誤

り
と
思
わ
れ
る
。
出
版
年
を
、
鈴
木
の
識
語
に
あ
る
天
明
己
酉
＝
寛
政
元

（
一
七
八
九
）
年
頃
と
す
る
と
、
正
徳
元
（
一
七
一
一
）
年
か
ら
約
八
十

年
後
の
出
版
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
誤
記
が
生
じ
た
と
考
え
る
。

四
六　

日
本
側
の
列
席
者
は
、
舞
台
の
あ
る
庭
の
東
側
に
お
り
、
一
方
、
通

信
使
側
は
前
述
の
通
り
、
庭
の
西
側
に
座
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

四
七　

幕
府
お
抱
え
絵
師
の
狩
野
栄
川
、養
川
親
子
に
よ
る
舞
楽
の
下
絵
（
模

本
）。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
画
像
番
号E0045804

）。
こ
の
絵
に
描
か

れ
て
い
る
出
来
事
の
特
定
に
つ
い
て
は
、
く
わ
し
く
は
拙
稿
参
照
の
こ
と

（
寺
内　

二
〇
一
九
）。

四
八　

正
使
趙
泰
億
著
『
東
槎
録
』
の
随
行
員
名
簿
か
ら
姓
名
、
役
職
、
号

な
ど
を
確
認
（
辛
基
秀
、
仲
尾
宏
責
任
編
集
一
九
九
四
『
大
系
朝
鮮
通
信

使 : 

善
隣
と
友
好
の
記
録
』
第
四
巻
、
明
石
書
店
）。

四
九　

ほ
ど
よ
い
音
の
様
。
水
が
流
れ
る
音
。

五
〇　

催
馬
楽
は
、
今
日
一
般
的
に
、
九
世
紀
頃
に
生
ま
れ
た
宮
廷
歌
謡
の

種
目
を
指
し
て
使
わ
れ
る
術
語
だ
が
、
御
神
楽
の
中
に
「
催
馬
楽
曲
（
さ

い
ば
ら
ぶ
り
）」
と
い
う
部
分
が
あ
り
、『
坐
間
筆
語
』
の
「
催
馬
楽
」
は

こ
の
御
神
楽
の
中
の
催
馬
楽
曲
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
一　
〈
振
鉾
〉
の
鉾
の
先
に
は
鳥
の
翼
の
形
に
似
た
小
さ
な
幡
が
ぶ
ら
下

が
っ
て
い
る
。

五
二　

中
国
西
域
の
国
の
一
つ
。
隋
の
九
部
伎
、
唐
の
十
部
伎
に
入
れ
ら
れ

た
（
岸
辺　

一
九
六
八
）。

五
三　

殷
の
初
代
・
湯
王
が
作
っ
た
と
さ
れ
る
楽
曲
。　

五
四　

曲
が
っ
た
桴
の
先
に
髭
状
の
毛
が
付
い
て
い
る
舞
具
。〈
古
鳥
蘇
〉

の
も
の
は
後
参
桴
（
ご
さ
ん
の
ば
ち
）
と
い
う
。

五
五　

晁
卿
は
、
遣
唐
使
・
阿
倍
仲
麻
呂
（
六
九
八
〜
七
七
〇
）
の
こ
と
。

五
六　
「
臨
河
」
の
表
記
は
『
観
楽
筆
譚
』
写
本
の
み
に
見
ら
れ
、
版
本
『
坐

間
筆
語
』
に
は
な
い
。

五
七　

尺
八
に
似
た
縦
笛
。
韓
国
の
雅
楽（
文
廟
祭
礼
楽
）で
は
現
在
も
使
用
。

た
だ
し
楽
器
と
し
て
で
は
な
く
佾
舞
で
舞
人
が
手
に
持
っ
て
舞
う
一
種
の
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舞
具
（
国
立
国
楽
院　

二
〇
一
五
、五
八
）。〈
陵
王
〉
で
舞
人
が
持
つ
の

は
籥
で
は
な
く
金
色
の
桴
。

五
八　

植
木
行
宣
校
注
の
活
字
本
を
参
照
し
た
（
狛　

一
二
三
三
）。

五
九　

ち
な
み
に
新
井
白
石
は
舞
楽
に
つ
い
て
『
楽
考
』
と
い
う
文
献
を
著

し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
頻
繁
に
豊
原
統
秋
（
一
四
五
〇
〜
一
五
二
四
）

の
説
を
引
用
し
て
い
る
。
い
ず
れ
か
の
時
点
で
統
秋
の
『
體
源
抄
』
の
写

本
を
入
手
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
江
戸
時
代
ま
で
に
伝
わ

っ
て
い
た
中
国
の
文
献
も
活
用
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
考
察

が
及
ん
で
い
な
い
。

六
〇　

公
家
の
旧
蔵
と
思
わ
れ
る
の
は
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
裏
辻
家
旧

蔵
本
と
、
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
蔵
の
種
田
家
（
鷹
司
家
の
諸
大
夫
カ
）

旧
蔵
本
の
み
。

六
一　

田
安
家
の
蔵
書
目
録
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
膨
大
な
楽
書
、
雅
楽
譜

が
残
さ
れ
て
い
る
（
岸
辺
ほ
か　

一
九
七
七
）。

六
二　

白
石
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
も
う
一
人
の
才
智
の
学
者
・
荻
生
徂
徠

（
一
六
六
六
〜
一
七
二
五
）
も
ま
た
雅
楽
、
琴
学
に
通
じ
、
吉
宗
に
重
用

さ
れ
た
。
徂
徠
に
は
『
楽
律
考
』『
琴
学
大
意
抄
』
な
ど
の
著
作
が
あ

り
、
私
見
で
は
、
白
石
よ
り
音
楽
的
に
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
行
な
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
徂
徠
の
音
楽
関
係
の
業
績
に
つ
い
て
は
山
寺　

二
〇
一
四
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

参
照
文
献

安
倍
季
尚　

一
六
九
〇
『
楽
家
録
』（『
日
本
古
典
全
集
』（
一
九
三
五
）

所
収
（
復
刻
版
、
東
京
、
現
代
思
潮
社
、
一
九
七
七
）。

新
井
白
石　

一
七
一
一
『
朝
鮮
信
使
賜
饗
儀
注
』（
写
本
、
三
冊
、
国

立
公
文
書
館
蔵
、
一
七
八
／
一
九
）
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ヴ
で
閲
覧
可　

https://w
w
w
.digital.archives.go.jp/

im
g/4427857

　
　

一
七
一
一
『
朝
鮮
信
使
賜
饗
儀
注
』（『
新
井
白
石
全
集
』
第
四

巻
収
録
、
一
九
七
七
、
国
書
刊
行
会
）。

　
　

一
七
一
一
『
観
楽
筆
譚
』（
写
本
、
一
冊
、
国
立
公
文
書
館
蔵
、

六
八
／
七
）
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
閲
覧
可

https://w
w
w
.digital.archives.go.jp/im

g/1271584

　
　

一
七
一
一
（
一
七
八
九
）『
坐
間
筆
語
』
室
鳩
巣
解
題
、
鈴
木

公
温
識
、
京
都
、
八
文
字
屋
正
兵
衛
刊
。
国
立
公
文
書
館
蔵
、

一
七
八
／
六
一
六
）
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
閲

覧
可　

https://w
w
w
.digital.archives.go.jp/im

g/3144593
　
　

 

『
楽
考
』（『
新
井
白
石
全
集
』
第
六
巻
所
収
、
一
九
七
七
、
国

書
刊
行
会
）。

上
近
正　

一
九
七
〇
「
装
束
と
面
」『
日
本
の
古
典
芸
能
２　

雅
楽
』

芸
能
史
研
究
会
編
、
東
京
、
平
凡
社
、
一
九
七
〜
二
二
三
。
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近
衛
基
煕　

江
戸
中
期
『
基
煕
公
記
』
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。
明
治
期

写
本
を
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
デ
ジ
タ
ル
公
開
。

https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100249255/view
er

狛
近
真　

一
二
三
三
『
教
訓
抄
』（
植
木
行
宣
校
注
、『
古
代
中
世

芸
術
論
』（「
日
本
思
想
体
系
」）
所
収
、
東
京
、
岩
波
書
店　

一
九
七
三
）。

岸
辺
成
雄　

一
九
六
八
「
唐
代
楽
器
の
国
際
性
」『
唐
代
の
楽
器
』（
東

洋
音
楽
選
書
）
一
三
〜
四
二
、
東
京
、
音
楽
之
友
社
。

岸
辺
成
雄
、
平
野
健
次
、
張
世
彬
、
上
参
郷
祐
康
、
三
谷
陽
子
、
蒲

生
郷
昭
、
蒲
生
美
津
子　

一
九
七
七　
「
田
安
徳
川
家
楽
書
目
録
〜

そ
の
資
料
的
意
義
」『
東
洋
音
楽
研
究
』
四
一
・
四
二
合
併
号
、
一

〜
八
二
。

芸
能
史
研
究
会
編　

一
九
七
〇『
日
本
の
古
典
芸
能
２　

雅
楽
』東
京
、

平
凡
社
。

国
立
国
楽
院
（
韓
国
）
二
〇
一
五
『
雅
楽　

한　

일 

영 

혼 

의
울
림
』

　

서
울
、
국
립
국
악
원
（『
韓
日
魂
の
響
き
』
ソ
ウ
ル
、
国
立
国
楽
院
）

田
中
健
夫　

一
九
九
六
「
対
馬
以
酊
庵
の
研
究
〜
近
世
対
朝
鮮
外
交

機
関
の
一
考
察
」『
前
近
代
の
国
際
交
流
と
外
交
文
書
』
東
京
、
吉

川
弘
文
館
、
一
三
五
〜
一
九
四
。

田
安
宗
武　

一
七
六
八
（
宗
武
自
序
）
／
一
九
二
九
（
羽
塚
啓
明
翻

刻
解
説
）『
日
本
楽
道
叢
書
』
第
五
編
、
名
古
屋
、
楽
舞
研
究
会
。

趙
泰
憶　

一
七
一
一
『
東
槎
録
』（
辛
基
秀
、
仲
尾
宏
責
任
編
集
『
大

系　

朝
鮮
通
信
使
〜
善
隣
と
友
好
の
記
録
』
第
四
巻
所
収
、
東
京
、

明
石
書
店
、
一
九
九
三
）。

寺
内
直
子　

二
〇
一
〇
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
雅
楽
伝
承
の
流
派

（
序
説
）
〜
慶
長
八
年
京
都
楽
人
地
図
」『
日
本
文
化
論
年
報
』

一
三
、二
一
〜
四
二
。

　
　

二
〇
一
二
「
慶
応
元
年
再
興
祇
園
臨
時
祭
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
〜
芸

能
に
焦
点
を
当
て
て
」『
日
本
文
化
論
年
報
』
一
五
、一
六
〜
四
三
。

　
　

二
〇
一
九
「
江
戸
城
に
お
け
る
舞
楽
上
演
の
記
録
〜
大
英
博

物
館
蔵
『
舞
楽
之
圖
』
と
画
家
の
眼
」『
日
本
文
化
論
年
報
』

二
二
、九
〜
四
四
。

豊
原
統
秋　

一
五
一
二
『
體
源
抄
』（『
日
本
古
典
全
集
』（
一
九
三
三
）

所
収
、
復
刻
版
、
東
京
、
現
代
思
潮
社
、
一
九
七
八
）。

任
守
幹
、
李
邦
彦　

一
七
一
一
『
東
槎
録
（
東
槎
日
記
）』（
辛
基
秀
、

仲
尾
宏
責
任
編
集
『
大
系　

朝
鮮
通
信
使
〜
善
隣
と
友
好
の
記
録
』

第
四
巻
、
東
京
、
明
石
書
店
、
一
九
九
三
所
収
）。

羽
塚
啓
明
解
題
・
翻
刻　

一
九
二
九
『
近
家
抄
』（
狛
近
家
撰
、

一
七
一
一
）（『
日
本
楽
道
叢
書
』
第
四
編
）
名
古
屋
、
楽
舞
研
究

会
発
行
。
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平
出
久
雄
編　

一
九
五
七
「
日
本
雅
楽
相
承
系
譜
」『
音
楽
事
典
』
東

京
、平
凡
社
（
一
九
八
九
『
日
本
音
楽
大
事
典
』
平
凡
社
、に
再
録
）。

三
上
景
文
ほ
か
編　

江
戸
時
代
末
『
地
下
家
伝
』
十
一
（
正
宗
敦
夫

編
『
日
本
古
典
全
集
』
所
収
、
一
九
三
七
、
東
京
、
日
本
古
典
全

集
刊
行
会
）

　
　

 

『
地
下
家
伝
』
二
一
（
正
宗
敦
夫
編
『
日
本
古
典
全
集
』
所
収
、

一
九
三
八
、
東
京
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
）。

山
寺
美
紀
子　

二
〇
一
四
「
荻
生
徂
徠
の
楽
律
研
究
〜
主
に
『
楽
律

考
』『
楽
制
篇
』『
琴
学
大
意
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
東
洋
音
楽
研
究
』

八
〇
、一
〜
一
九
。

李
進
熙　

一
九
八
七
『
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
』
東
京
、
講
談
社
。


